
教師のパーンアウト（燃え尽き）と「自己犠牲」的教師像の今日的転換

教
師
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
（
燃
え
尽
き
）
と

　
「
自
己
犠
牲
」
的
教
師
像
の
今
日
的
転
換

　
　
　
－
日
本
の
教
員
文
化
・
そ
の
実
証
的
研
究
（
5
）
ー

、
教
師
の
「
多
忙
」
と
そ
の
特
性

久
　
冨
　
善
　
之

　
「
教
師
が
忙
し
い
」
と
い
う
こ
と
が
、
く
り
返
し
言
わ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
「
先
生
に
は
、
夏
・
冬
・
春
の
休
み
が
あ
っ
て
い
い
ね
」

と
い
っ
た
逆
の
言
説
も
あ
る
。
し
か
し
た
と
え
ば
、
戦
後
日
本
の
教
師
調
査
を
追
い
か
け
て
み
る
と
、
ど
の
時
期
に
も
教
師
た
ち
の
多
忙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
事
実
と
、
教
師
た
ち
の
圧
倒
的
な
「
多
忙
感
」
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
日
本
社
会
で
忙
し
い
の
は
教
師
だ
け
で
は
な
い
。
”
富
冨
霧
器
囚
貰
8
菖
（
過
労
死
）
”
の
名
で
世
界
的
に
有
名
な
、
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
会
社
人
た
ち
の
高
密
度
．
長
時
間
の
労
働
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
教
師
だ
け
が
特
別
に
忙
し
い
と
は
考
え
に
く
い
。
た
だ

3
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し
、
教
師
の
「
多
忙
」
に
は
他
と
区
別
さ
れ
る
そ
れ
に
独
特
の
性
格
が
あ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
予
測
は
成
り
立
つ
。
そ
れ
は
当
然
な
が
ら
、

教
職
と
い
う
仕
事
の
独
目
の
特
性
（
「
仕
事
が
ら
」
）
に
根
拠
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
「
仕
事
が
ら
」
は
、
ど
の
職
業
に
も
多
面
的
に
あ
り
得
る
が
、
教
師
の
場
合
ま
ず
外
形
的
な
側
面
か
ら
言
え
ば
、

　
①
、
あ
る
年
齢
の
子
ど
も
達
を
対
象
と
す
る
仕
事
で
あ
る
（
対
象
）
。

　
②
、
子
ど
も
達
の
知
的
・
道
徳
的
な
発
達
を
目
標
と
し
て
行
わ
れ
る
仕
事
で
あ
る
（
目
標
）
。

　
③
、
主
と
し
て
教
室
と
い
う
場
で
、
生
徒
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
子
ど
も
達
に
対
し
て
教
師
と
し
て
行
わ
れ
る
（
関
係
性
）
。

　
④
、
学
校
と
い
う
場
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
複
数
の
教
師
た
ち
の
協
同
の
下
に
進
め
ら
れ
る
（
集
団
性
）
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
外
形
的
な
特
質
を
、
教
師
「
多
忙
」
の
特
性
に
つ
な
ぐ
媒
介
帯
に
、
教
師
の
「
仕
事
が
ら
」
の
よ
り
内
在
的
特
質
と
し
て
次

の
二
点
を
考
え
る
。

1
）

、

教
師
の
仕
事
の
内
容
・
過
程
の
不
確
定
性
と
未
達
成
感

4

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
員
文
化
研
究
書
と
し
て
有
名
な
『
学
校
教
師
（
ω
9
0
良
臼
9
震
）
』
の
中
で
、
著
者
D
．
C
．
ロ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
、
教
師
の
仕
事
の
特
徴
的
性
格
と
し
て
「
風
土
病
的
不
確
定
性
（
。
＆
Φ
巨
。
彗
8
辞
帥
ヨ
昌
）
」
を
あ
げ
て
い
る
。
教
師
の
仕
事
は
、

モ
ノ
を
対
象
と
す
る
生
産
労
働
過
程
の
よ
う
に
は
手
続
き
を
確
定
し
た
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
子
ど
も
達
の
反
応
も
そ

の
時
々
で
変
化
が
あ
り
、
つ
ね
づ
ね
臨
機
応
変
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
だ
か
ら
ま
た
、
個
々
の
教
師
が
生
徒
の
ど
の
反
応
を
重
要
な
も

の
と
し
て
感
じ
と
る
か
、
と
い
う
教
師
の
関
心
・
感
応
・
判
断
の
枠
組
（
「
レ
リ
バ
ン
ス
」
と
も
言
わ
れ
る
）
が
重
要
に
な
る
。

　
ま
た
、
教
育
活
動
の
効
果
（
象
Φ
9
）
と
い
う
も
の
も
、
生
産
や
販
売
や
モ
ノ
を
介
し
た
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
よ
う
に
数
量
的
に
確
定
で
き
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る
も
の
で
は
な
い
。
ぺ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
得
点
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
教
師
と
学
校
の
教
育
活
動
を
通
し
て
生
徒
た
ち

に
内
面
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
全
体
は
、
な
お
測
り
切
れ
な
い
広
が
り
、
ふ
く
ら
み
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
五
年
後
に
そ
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

果
が
現
実
の
も
の
と
な
る
か
も
知
れ
ず
、
あ
る
い
は
一
〇
年
後
に
そ
の
弱
点
が
決
定
的
に
露
呈
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
教
師
の
仕
事
は
、
そ
の
目
標
か
ら
、
過
程
、
評
価
、
ど
の
面
で
み
て
も
、
簡
単
に
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
化
で
き
な
い
不
確

実
さ
に
満
ち
て
い
る
。
だ
か
ら
「
坊
主
と
教
師
は
、
三
日
や
っ
た
ら
や
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
俗
諺
も
あ
る
よ
う
に
、
「
手
抜
き
」
し
よ

う
と
す
れ
ば
そ
う
で
き
る
面
が
あ
り
、
逆
に
や
ろ
う
と
す
れ
ば
際
限
が
な
い
ほ
ど
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
も
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
「
教
師
の
多
忙
調
査
」
で
は
、
「
忙
し
い
た
め
に
、
教
材
研
究
や
子
ど
も
と
の
接
触
が
十
分
で
き
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
い
。
こ
の

「
教
材
研
究
」
と
「
子
ど
も
と
の
接
触
」
と
は
、
教
師
た
ち
が
そ
の
仕
事
の
質
を
高
め
る
の
に
最
も
必
要
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
や
ら
な
け
れ
ば
や
ら
な
い
な
り
に
、
教
師
の
一
日
一
日
は
過
ぎ
て
行
き
、
や
れ
ば
や
っ
た
で
、
ど
こ
ま
で
で
十
分
だ
と
い

う
際
限
が
見
定
め
切
れ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
教
師
の
仕
事
の
不
確
定
性
の
た
め
に
、
そ
の
「
多
忙
」
は
、
た
だ
仕
事
量
が
多
い
と
か
、
時
間
が
長
い
と
か
い
う
に
止
ま
ら

ず
、
「
一
番
大
事
な
こ
と
が
十
分
で
き
て
な
い
」
と
い
う
未
達
成
感
を
伴
う
「
多
忙
」
な
の
で
あ
る
。

2
）

　、

教
職
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
保
に
か
か
わ
る
不
安
定
性
（
ぎ
象
魯
三
蔓
）
と
バ
ー
ン
ア
ウ
ト

　
教
師
は
学
校
・
教
室
と
い
う
場
で
、
教
師
・
生
徒
関
係
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
に
働
き
か
け
、
目
標
達
成
を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
学
校
教
師
た
ち
は
、
生
徒
や
父
母
に
信
頼
さ
れ
尊
敬
さ
れ
て
、
求
め
ら
れ
て
彼
ら
（
な
い
し
彼
ら
の
子
ど
も
）
の
教
師
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
。
近
代
学
校
制
度
に
、
教
員
と
し
て
大
量
に
雇
用
さ
れ
て
、
彼
ら
は
教
師
の
地
位
（
8
ω
三
8
）
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
教
師
が
、
教
師
．
生
徒
関
係
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
の
知
的
・
道
徳
的
発
達
に
働
き
か
け
よ
う
と
す
る
と
、
そ
こ
に
は
子
ど
も
達
か

5
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（
6
）

ら
の
信
頼
と
彼
ら
に
対
す
る
権
威
と
が
必
要
と
な
る
。
教
師
・
生
徒
関
係
は
、
一
見
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
い
つ
生
徒
た
ち

の
反
抗
に
よ
っ
て
崩
れ
る
か
知
れ
な
い
、
本
質
的
な
不
安
定
性
を
抱
え
込
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
教
師
は
、
子
ど
も
達
に
対
し
て
（
ま
た
、

父
母
に
対
し
て
も
、
同
僚
教
師
に
対
し
て
も
）
、
自
分
が
「
教
師
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
」
で
あ
る
こ
と
を
、
日
常
不
断
に
示
さ
な
け
れ
ば
、

目
ら
の
地
位
を
安
泰
た
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
教
師
と
い
う
、
子
ど
も
世
代
相
手
の
対
人
サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
に
は
、
右
の
よ
う
な
不
安
定
さ
と
、
そ
れ
に
伴
う
独
特
の
緊
張

（
ω
q
巴
ロ
）
が
あ
る
。
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
不
安
定
と
緊
張
と
に
長
く
さ
ら
さ
れ
る
職
業
人
に
お
こ
る
疲
弊
現
象
は
「
バ
：
ン

ア
ウ
ト
（
燃
え
尽
き
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
教
師
の
「
多
忙
」
の
特
性
と
し
て
、
仕
事
の
不
確
定
性
に
伴
う
未
達
成
感
と
、

性
に
伴
う
緊
張
と
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
を
考
え
た
。
以
下
の
調
査
は
、
そ
の
解
明
へ
の
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
不
安
定

6

二
、
F
市
教
師
調
査
の
課
題
、
枠
組
、
対
象
、
方
法

　
調
査
は
一
九
九
一
年
～
九
二
年
に
、
首
都
圏
F
市
で
実
施
し
た
。
そ
の
際
の
課
題
意
識
と
し
て
は
、

①
、
千
葉
県
A
市
調
査
（
一
九
八
六
年
、
本
誌
2
9
号
に
結
果
掲
載
）
に
お
け
る
、
教
員
文
化
の
実
態
を
、
よ
り
学
校
数
・
教
員
数
の
多

い
F
市
で
、
追
試
し
、
再
確
認
す
る
。

②
、
教
師
た
ち
の
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
」
の
実
態
と
、
そ
の
要
因
関
連
に
つ
い
て
、
教
師
の
多
忙
の
特
性
の
視
点
か
ら
追
究
す
る
。

③
、
地
域
生
涯
学
習
の
中
で
の
、
学
校
と
教
師
と
の
位
置
に
つ
い
て
考
え
る
。
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の
3
点
が
あ
っ
た
。
小
論
で
は
、
③
を
省
略
し
、
①
・
②
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
ま
た
、
①
は
追
試
で
も
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

し
い
報
告
を
共
同
で
書
い
た
の
で
簡
略
に
し
、
②
に
つ
い
て
や
や
詳
し
て
検
討
し
て
行
き
た
い
。

　
調
査
項
目
を
考
え
る
際
の
枠
組
は
、
図
1
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
図
の
左
半
分
は
、
A
市
調
査
と
同
じ
（
本
誌
2
9
号
、

で
あ
る
。

表1質問紙の配布・回収状況

幼稚園 小学校 中学校 高等学校

質問紙配布数 6 875 577 65

回収数 6 774 511 46

他
の
箇
所
に
詳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
ペ
ー
ジ
）

そ
れ
に
右
半
分
の
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
問
題
を
、
個
人
の
問
題
と
し
て
、
ま
た
職
場
（
学
校
教
員
集
団
）
の
問
題
と
し
て
検
討
す

　
　
　
　
　
　
る
視
点
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
調
査
の
対
象
は
、
F
市
か
ら
の
依
頼
も
あ
っ
て
、
市
立
の
幼
稚
園
（
1
園
）
、
小
学
校
（
3
3
校
）
、
中
学
校

　
　
　
　
　
　
（
1
6
校
）
、
高
等
学
校
（
1
校
）
の
5
1
校
（
園
）
に
勤
め
る
教
師
（
臨
時
を
除
く
、
校
長
・
教
頭
・
養
護
教
諭
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
む
）
と
し
た
。
学
校
（
園
）
を
通
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
質
問
紙
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
布
し
、
職
場
に
回
収
用
小
包
箱
を
設
置
し
て
、
記
入
が
す
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
封
入
さ
れ
た
回
答
を
各
人
に
そ
の
箱
に
入
れ
て
も
ら
い
、
お
よ
そ

　
　
　
7配布数合計　1523　　　有効回収数　133

有効回収率　1337／1523＝879％

図1調査の枠組

教
員
た
ち
の
パ
ー
ノ
ア
ウ
ト

ー

1

「
ー
ー

集
っ
た
と
こ
ろ
で
箱
を
閉
じ
て
、
郵
送
し
て
も
ら
っ
た
。

　
そ
の
配
布
・
回
収
状
況
は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
質
問
紙
が
や

や
長
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
回
収
率
は
八
七
・
九
％
と
異
例

の
高
率
で
あ
っ
た
。

〔
付
記
〕
こ
の
調
査
に
つ
い
て
、
指
導
と
援
助
を
い
た
だ
い
た
伊

藤
三
次
先
生
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
学
校
・
園
、
一
三
〇
〇
を

こ
え
る
教
師
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
す
る
。
ま
た
、

7
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表2　回答者の性別と年齢段階（学校段階別）

性　　別 年 齢　段 階 （歳）

計
男 女 （不明） 20～24 25～29 30～34 35～39 40～49 50～60

幼稚園 0 6 （0） 2 1 0 1 1 1
6人 0．0％ 100．0％ 33．3 16．7

0
．
0

16．7 16．7 16．7

小学校 273 479 （22） 2 84 148 207 216 62

774 36．3 63．7
3
．
1

11．4 20．0 28．0 29．2
8
．
4

中学校 311 185 （15） 30 84 116 89 131 42

511 62．7 37．3
6
．
1

17．1 23．6 18．1 26．6
8
．
5

高　校 37 8 （1） 3 16 12 3 7 2
46 82．2 17．8

4
．
7

37．2 27．9
7
．
0

16．3
4
．
7

合　計 621 678 （38） 58 185 276 300 355 107

1337 47．8 52．2
4
．
5

14．5 21．5 23．4 27．7
8
．
4

（不明・無回答は，％計算からはずしてある．以下同じ）

こ
の
調
査
を
共
同
で
進
め
た
「
第
2
次
教
員
文
化
研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
（
そ

の
名
前
を
一
々
は
記
さ
な
い
が
）
に
も
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
教
員
文
化
特
性
の
い
く
つ
か
の
再
確
認

　
回
答
者
二
二
三
七
名
の
、
学
校
段
階
別
、
性
別
・
年
齢
別
の
構
成
は
表
2
の

通
り
で
あ
る
。
な
お
以
下
の
集
計
で
は
、
小
・
中
学
校
だ
け
を
対
象
に
し
て
、

一
園
・
一
校
し
か
な
い
幼
稚
園
・
高
校
を
は
ず
し
た
図
表
が
あ
る
。

①
、
高
い
比
率
の
「
教
員
ど
う
し
の
結
婚
」

　
表
3
は
、
配
偶
者
の
あ
る
人
だ
け
に
、
そ
の
配
偶
者
の
職
業
を
た
ず
ね
た
結

果
で
あ
る
。
男
・
女
と
も
に
、
そ
の
配
偶
者
が
現
在
教
師
を
し
て
い
る
者
が
約

5
割
で
あ
り
、
こ
れ
は
A
市
で
の
結
果
（
本
誌
2
9
号
、
二
〇
ぺ
ー
ジ
）
と
ほ
と

ん
ど
合
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
3
で
回
答
2
・
3
の
「
か
つ
て
教
師
」
を
加

え
る
と
、
約
6
割
が
教
師
ど
う
し
の
結
婚
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
世
の
中
に

専
門
職
の
数
は
多
い
が
、
同
じ
専
門
職
ど
う
し
の
結
婚
と
し
て
は
、
教
師
が
圧

倒
的
な
高
率
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
農
村
部
を
含
む
地
方
都
市
A
市
で
も
、

大
都
市
圏
F
市
で
も
か
わ
ら
な
い
。

8
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　　　　　　　表3　配偶者の職業（男女別・学校段階別）

計 男　　女 小　　中

1，現在教師をしている 474 230人　242 306　　158

49．9 49．3％50．5 51．6　47，7

2．かって教師で，現在別の仕事をしている 27 16　　　11 17　　10
2
．
8

3．4　　2．3 2．9　　3．0

3．かって教師で，現在仕事をしていない 59 55　　　4 32　　22
6
．
2

11．8　　0．8 5．4　　6，6

4．教職経験はなく，現在仕事をしている 285 64　　220 191　　87
30．0 13．7　　45．9 32．2　26．3

5．教職経験はなく，現在仕事をしていない 104 102　　　2 47　　54
1LO 2L8　　0．4 7．9　16．3

　　　　図2，教師が仕事をはなれたときにつき合う人

［設問］あなたは仕事をはなれたとき、どのような人とのつきあいが多いですか，次の

　　1－12のうち多い方から順番に3つ選んで、口に番号を記入してください。

　　　　　第夏□算2□第3□
　　　　0　　10　20　30　40　50　60　70（％）
1同じ学校の

21．7
456

同僚

2勤務先の違う
23．6

　　㍗

611 7
教師

第1位選択
第3位までの累

3教委・役所の
人

14

5
4児童・生徒 22

4

5卒業生
（教え子）

64

0
6児童・生徒の
父母

i3

2
7現在加入している

サークルなどの友

8学生時代の 162 47．9
友人

9親類 148 407

10勤務校区の
地域の人

17

2
11自宅近所の人 8g　I　　329

1
12その他の知人

②
、
仕
事
を
は
な
れ
た
と
き
の
つ
き
合
い

　
図
2
は
、
仕
事
を
は
な
れ
た
と
き
の
つ
き
合
い
を
た
ず
ね
た
結
果
で
あ
る
。
A
市
の

場
合
（
本
誌
2
9
号
、
二
四
ぺ
ー
ジ
）
「
同
じ
学
校
の
同
僚
」
が
多
か
っ
た
が
、
F
市
で

は
「
勤
務
先
の
違
う
教
師
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
回
答

9
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1
・
2
が
多
く
、
そ
れ
に
次
ぐ
「
学
生
時
代
の
友
人
」
の
中
に
も
教
師
が
か

な
り
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
前
項
の
婚
姻
圏
と
い
い
、
こ
こ
で
の
つ
き

合
い
と
い
い
、
教
師
た
ち
が
「
教
師
仲
間
（
3
8
幕
お
、
9
ρ
5
）
」
に
強
く

ま
と
ま
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
そ
の
世
界
の
狭
さ
を
確
認
で
き
る
。

③
、
職
場
で
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
会
話

　
図
3
は
、
休
み
時
間
、
空
き
時
間
、
放
課
後
な
ど
目
由
な
時
間
に
、
職
場

の
同
僚
と
ど
の
よ
う
な
会
話
を
交
し
た
か
、
二
〇
項
目
あ
げ
て
三
つ
ま
で
選

ん
で
も
ら
っ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
A
市
の
結
果
（
本
誌
2
9
号
、
二
八

ぺ
ー
ジ
）
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
分
布
で
、
「
問
題
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
話
」

が
多
く
、
項
目
2
～
7
の
よ
う
な
、
教
師
の
仕
事
に
直
接
関
係
す
る
こ
と
が

ら
の
選
択
が
そ
れ
に
次
い
で
多
い
群
に
な
っ
て
い
る
。
小
・
中
の
違
い
は
、

「
進
路
」
な
ど
学
校
段
階
か
ら
く
る
当
然
の
差
か
ら
、
男
女
の
比
率
差
を
反

映
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
職
場
で
の
目
由
な
会
話
に
お
い
て

も
、
教
師
た
ち
の
「
狭
さ
」
と
あ
る
種
の
「
気
ま
じ
め
さ
」
と
が
う
か
が
え
る
。

図3．職場でのインフォーマルな会話の内容（小・中別）

　　　　　　0　10　20　30　40　50　60　70（％）

小　　中

724　692
204＜266
17，1　161

311〉170
348＞277
04く185

178〉133

　L6　45

75　49
133　140
109　101
199〉105
158＜215
　68　　86

　38　30
　21　11
　62　99
　09　09
　19　43
　25　Q9
　44　71

711

　225
　　170

　　250

　　317

誓
匝
量l
l
l

10

項目

1問題のある児童　生徒の謡

2クラス経営

3，学年・学校（園）経営

4学校（園）行事の打合せ

5教科指導の内容や指導法

6児童・生徒の進路
7児童　生徒の家庭　親の話

8給与や労働条件

9季節や天候の鱈

10健康　病気の話

1］管理職　同庶について

12家庭

13趣味
14スポーツ

15テレビ　ランオ番組

16芸能
17社会情勢

18政治
19教育制度や教育政策

20教職員組合

21その他（　〉

④
、
職
場
の
「
活
性
度
」
と
そ
の
分
布

　
図
4
は
、
職
場
の
雰
囲
気
の
「
活
性
度
」
を
示
す
5
項
目
に
つ
い
て
、

4
段
階
で
評
価
し
て
も
ら
っ
た
結
果
の
う
ち
、
肯
定
的
回
答
を



図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
A
市
の
結
果
（
同
前
、
三
ニ
ペ
ー
ジ
）
と
は
、
項
目
e
の
「
同
じ
学
校
の
教
師
間
の
つ
き
合
い
」
が
、
②
と
同

じ
く
や
や
少
く
、
ま
た
中
学
校
で
の
肯
定
的
回
答
が
F
市
の
方
が
少
い
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
両
調
査
を
通
し
て
全
体
と
し
て

教師のバーンアウト（燃え尽き）と「自己犠牲」的教師像の今日的転換

　
表
4
は
、
そ
の
5
項
目
に
つ
い
て
、
4
・
中
の
四
九
校
に
つ
い
て
、
テ

！
タ
を
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
（
集
積
）
し
て
、
「
そ
う
恩
う
」
と
い
う
肯
定
的

回
答
が
一
つ
ひ
と
つ
の
学
校
で
ど
れ
だ
け
あ
る
か
を
計
算
し
、
そ
れ
を
5

％
き
ざ
み
で
2
2
段
階
に
分
け
て
、
小
・
中
別
に
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

も
し
、
一
つ
の
学
校
の
全
教
員
の
観
察
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

結
果
は
「
0
％
」
か
「
㎜
％
」
に
集
中
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
表
4
で
そ

う
い
う
例
は
3
つ
し
か
な
く
、
実
際
は
教
員
た
ち
の
観
察
は
割
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
多
く
の
教
師
が
肯
定
回
答
し
て
い
る
学
校
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の

教
師
が
否
定
回
答
し
て
い
る
学
校
ま
で
、
学
校
ご
と
の
比
率
は
表
の
上
・

下
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
そ
こ
に
私
た
ち
は
学
校
ご
と
の
雰
囲
気
の
大

き
な
違
い
の
存
在
を
、
A
市
の
場
合
（
同
前
、
三
三
ぺ
ー
ジ
）
と
同
様
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
と
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
の
関
連
は
、
後

の
追
究
課
題
で
あ
る
。

の
肯
定
的
回
答
傾
向
を
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

⑤
、
公
的
規
制
を
め
ぐ
る
「
求
心
性
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
つ

図4．職場の雰囲気の「活性度」

1非常に　2ややそ　3あまりそ4全くそう

そう思う　　う思う　う思わないは思わない

0　　10　20　　3Q　40　　50　　60　　70　80
　　　　　　　　　　　　　　　　　「非常にそう思

（1の％）　（％は1＋2の累臓示）「π
＜職場の雰囲気5項目＞労』囲ヌ、　』貝円

a自校の教師間で教材研究や児童・

生徒の指導について．活発な意見

交流が行われている

139

618

b校長　教頭と他の教職員との間に

意思の疎通がうまくはかられてい

る
78

500

c職員会　学年会などがよく間かれ

ている 173
759

d織員会・学年会などで洛発な論議

がなされている 置0

520

e仕事をはなれても．同じ学校の教

師間でつきあうことが多い 68
435

11
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表4　職場の雰囲気「活性度」5項目にっいての学校ごとの

　　　「そう、思、う」比率の分布（小・中別）

　　職場の

　　雰囲気・

　　　　5項目

校ごとのノぐ一セント

　22段階

a，自校の教師
で教材研究や

童・生徒の指

について活発

意見交流が行

れている。

そう思う」％

（1＋2）

b．校艮・教頭
他の教職員と

間に意志の疎

がうまくはか

れているD

そう思う」％

（1＋2）

c　職員会・学
会などがよく

かれている。

そう思う」％

（1＋2）

d．職員会・学
会などで活発

議論がなされ

いるo

そう思う」％

（1＋2）

e，仕事をはな
ても，同じ学

の教師間でっ

あうことが多

o「そう思う」％

（1＋2）

0％

小
・
中
（
計
）
　
　
｝

小
・
中
（
計
）
　
　
一

小
・
中
（
計
）
　
　
一

小
・
中
（
計
）
　
　
一

小
・
中
（
計
）
　
　
一

0．01～5　％ 一 一 一 一 一

5．Ol～10　％ 一
1　一（1） 一 一 一

10．01～15　％ 一
2　一（1） 一

1　一（1） 4　一（4）

15．01～20　％ 一　1（1） 一　1（1） 一
1　一（1） 1　一（1）

20．01～25　％ 一　1（1） 3　一（3） 一 一 3　1（4）

25．01～30　％ 一
4　一（4） ｝ 2　2（4） 3　一（3）

30．01～35　％ 2　一（2） 一　3（3） 一 一　3（3） 6　1（7）

35．Ol～40　％ 1　一（1） 2　3（5） 一 3　3（6） 3　1（4）

40．01～45　％ 一　1（1） 3　1（4） 一　3（3） 2　一（2） 6　2（8）

45．01～50　％ 1　2（3） 3　1（4） 一 2　2（4） 2　3（5）

50．01～55　％ 4　3（7） 3　1（4） 3　一（3） 4　一（4） 1　4（5）

55、Ol～60　％ 1　2（3） 1　一（1） l　l（2） 4　2（6） 一　1（1）

60．01～65　％ 3　2（5） 1　1（2） 一　2（2） 4　3（7） 1　一（1）

65．01～70　％ 4　1（5） 2　1（3） 3　2（5） 3　一（3） 一　1（1）

70．01～75　％ 3　2（5） 4　2（6） 3　2（5） 2　一（2） 2　1（3）

75．01～80　％ 3　一（3） 1　一（1） 4　4（8） 2　一（2） 1　1（2）

80．01～85　％ 6　一（6） 2　2（4） 4　一（4） 2　一（2） 一

85．01～90　％ 2　1（3） 1　一（1） 8　1（9） 一　1（1） 一

90．Ol～95　％ 2　一（2） ｝ 4　1（5） 一 一

95．01～99．99％
一 一

1　一（1） 1　一（1） 一

100％ 1　一（1） 一
2　一（2） 一 一

12
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　　　　　図5公的規制への満足度1小・中別）　　　　　　　　　　　！《　　　　　ワ
　
図
5
、
図
6
は
、
教
師
に
か
か
る
内
．
外
の
公
的
な
規
制
力
に
対
し
て
の
、
「
満
足
度
」
と
「
心
理
的
影
響
力
（
気
に
す
る
）
の
程
度
」

と
の
結
果
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
A
市
（
同
前
、
四
九
と
五
一
ぺ
ー
ジ
）
と
ま
っ
た
く
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
学
校
内
の

a
．
b
．
c
へ
の
回
答
が
高
く
、
教
員
社
会
の
外
か
ら
の
d
・
e
・
f
へ
の
回
答
が
相
対
的
に
低
い
こ
と
、
そ
し
て
同
じ
学
校
内
で
は

「
学
年
会
や
教
科
会
の
申
し
合
わ
せ
」
と
い
っ
た
よ
り
身
近
か
な
規
制
の
方
が
「
満
足
度
」
も
「
気
に
す
る
程
度
」
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
前
述
し
た
教
師
た
ち
の
世
界
の
「
狭
さ
」
が
、
一
つ
の
「
求
心
性
」
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑥
、
余
暇
時
間
と
多
忙

　　　r1十幻の％

〔ない1　小　　　中

U31）　．69　　47

qα8，　臼｝8　＞　邸

｛巳■31　　672　　〉　　59

〔2巳7，　　瓢6　　〉　　32

〔4肥，　　242　　　　　隠

伽P　留4　　拠

lo、伽3D4Di50団7080

轟校艮や故題の掴轟　助窩

1015“

b職口会瞳の決走

」孚年会㌣教科会の申し合わゼ

　
ε

急”　
3

1
舛麗肋らの賄

23　　1265

e町内会　自治会など地域組目

　からの惣見　要訥

f教育婁贔会からの指導　掲示

矩比畢はf乱ない．を除いた臼一4∫の中での敗？．

図6公的規割がもつ心理的影肇力の程度1小・中別〕

あ　　　る

5な　い1人い仁2やや気訟あまり‘まった
気に　　にする　気にし　く気に
する　　　　　ない　　しない

人いに気にする』の％

　小　中

　270＞耳90

　425〉361

　．78〉4Q8

2L5〉L56

　［α8〉79

D50蕊m80

　　　、

　　　　、

b　　定 1組2

【孕年会や敦科会の申し合わせ　　4臥6

516

253〉巳即

＆檀長や教頭の揃邸　助9

d　FτAからの要開

e町内会　自治会など地域組“

　からの重見　要舗

f教育委口会からの指4　指示

優比率は「5ない』を除いた「聖一4」の中での故字．

図7、教師の一日の余暇時問、平日と休日
　　　　　　　　　　　（F市市民との比較）

　　　0　　　　50　　　　100（％）

　　　　　　　　　　　02

　　　　　　　　　コ2－4時間翫i6鯉

一一〇，2

　54，1

2時間未満

02

456 488 54

618 346 34～

13417d
37．5414

τ1　　教　師平

日

に男性教師

つ
　女性教師
い

て

I　F市市民

　　　37，4

6時間以上

　　419

　289
4－6
　時間

251

管教師胞‘こ　　　　　　 2時間，　2～4
つ　　　　、未満　　時問

？幽民匝
13
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　　　　　　表5教師たちの多忙感の程度
〔設問と回答選択肢〕あなたは毎日の仕事が忙しいと感じて

いますか。次の中から1っを選びOをつけてください。

　　　1，強く感じる　　2．やや感じる

　　　3．あまり感じない4．まったく感じない

「強く感じる」％（輿蠣輪霧）

回　答　者　全　体 62．4　　　（92．4）

男 54．3　　　（89．4）

性　　　別
女 69．5　　　（94．9）

小　学　校 63．9　　　（92．5）

段　階　別
中　学　校 624　　　（93．7）

校長・教頭・主任※ 52．6　　　（85．5）

職務　別 担　　　任 67．6　　　（94．9）

そ　の　他 49．8　　　（87．1）

5年未満 47，7　　　（90．9）

5～10年 64．0　　　（92．4）

10～15年 64．5　　　（93．2）

経験年数別
15～20年 64．3　　　（94．8）

20～30年 69．3　　　（92．2）

30年以上 47．5　　　（80．3）

※この場合「主任」とは，担任を持たない主任である

表6平日の余暇時間別の多忙感

「強く感じる」％（震携鞭舅）

1時間未満 79．6　　　（96．4）

1～2時間未満 7L1　　　（95．0）

2～3時間未満 55，4　　　（9L5）

3～4時間未満 44．3　　　（9L1）

4時間以上 48．2　　　（78．6）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
7
は
、
「
あ
な
た
の
余
暇
時
間
は
、
一
日
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
そ
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。
平
日
と
休
日
と
に
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
時
間
単
位
で
答
え
て
く
だ
さ
い
」
と
た
ず
ね
た

結
果
で
あ
る
。
同
時
期
に
F
市
市
民
調
査
で
行
わ
れ
た
も
の
と
形
式
を
そ
ろ
え
て
比
較
し
て
い
る
。
特
に
平
日
に
お
い
て
、
市
民
一
般
よ

り
も
教
師
の
方
が
自
由
時
間
が
少
く
、
と
り
わ
け
女
性
教
師
に
そ
の
傾
向
が
い
っ
そ
う
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

表
5
は
、
教
師
た
ち
に
毎
日
の
仕
事
の
多
忙
感
を
4
段
階
で
た
ず
ね
、
「
強
く
感
じ
る
」
の
比
率
と
、
「
や
や
感
じ
る
」
ま
で
の
累
積
比

率
と
を
、
全
体
と
基
本
属
性
別
に
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
強
く
感
じ
る
」
で
六
割
台
、
「
や
や
」
ま
で
の
累
積
で
九
割
台
と
、
教
師
た

14
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ち
が
圧
倒
的
な
「
多
忙
感
」
を
表
明
し
て
い
る
点
は
、
A
市
の
場
合
（
同
前
、
五
五
ペ
ー
ジ
）
と
同
様
で
あ
る
。
女
性
教
師
に
そ
の
傾
向

が
い
っ
そ
う
強
く
、
ま
た
職
務
別
で
は
「
学
級
担
任
」
を
持
つ
教
師
た
ち
が
そ
の
他
の
教
師
た
ち
よ
り
も
強
く
多
忙
を
訴
え
て
い
る
。
経

験
年
数
別
で
は
、
5
年
未
満
と
3
0
年
以
上
と
が
や
や
低
く
、
5
年
～
3
0
年
の
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
層
の
教
師
た
ち
の
「
多
忙
感
」
が
強
い
こ

と
が
わ
か
る
。

　
表
6
は
、
平
日
の
余
暇
時
間
別
の
「
多
忙
感
」
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
余
暇
時
間
の
少
い
者
ほ
ど
「
多
忙
感
」
が
強
く
、

こ
の
「
多
忙
感
」
表
明
に
一
定
の
客
観
的
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
図
8
は
、
そ
の
教
師
た
ち
が
「
余
分
の
時
間
が
と
ら
れ
て
い
る
」
と
感

じ
て
い
る
も
の
を
、
第
1
位
と
3
位
ま
で
の
選
択
累
積
と
の
比
率
で
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
A
市
の
結
果
（
同
前
、
五
六
・
五
七
ぺ
ー

ジ
）
と
同
様
、
「
事
務
的
な
仕
事
」
が
小
・
中
と
も
に
多
く
、
次
い
で

「
学
校
行
事
」
、
そ
し
て
「
会
議
」
「
部
活
」
が
つ
づ
い
て
い
る
。
「
ク
ラ

ブ
．
部
活
の
指
導
」
は
特
に
中
学
校
で
の
選
択
比
率
が
高
い
。

⑦
、
教
職
観
の
特
徴

　
図
9
は
、
教
職
に
関
す
る
七
つ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
賛
否
を
た
ず

ね
た
も
の
で
あ
る
。
賛
成
が
圧
倒
的
に
多
い
の
は
「
精
神
的
に
気
苦
労
の

多
い
仕
事
だ
」
と
い
う
項
目
で
、
こ
れ
は
前
述
し
た
教
師
の
「
仕
事
が

ら
」
、
そ
の
不
確
定
・
不
安
定
と
独
特
の
緊
張
と
い
う
性
格
に
通
底
し
て

図8、教師たちが「余分の時間がとられている」
　　　と感じているもの（第1位選択と3位まで累積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3位まで累韻1

0　10　20　30　40　50　60小　中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　　　228　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38，4　　　320

　　　　　　　τ
磯r第1位選択」r窮3‘立まで累積」2563

　　　16　　　　　　　　　　　　　　　　　17　　56
　7－33

6，31冒　　　　　　　162140
　　、15b

　135　　　　　　　　　　　302　255
　　　　　　281

　104　　　　　　　　　　　　152　244
　　　　184

3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47　　80
　　　69
　　10　　　　　　　　　　　　　　　　21　35
　　2．7

54　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ！49　 108
　　131

　　　　305　　　　　　　　　　594　555
　　　　　　　　　　　　　578
　07　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　　09
　11
　　　2．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43　　54
　－49

1学校行事

2学級指導

3教科指導

4，校務分掌

5会議

6クラブ

　部活の指導

7児童生徒の
　個別指導

8父母との対応

9研究　研修

10事務的な仕事

11．組合活動

12その他

15
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　　　　　　　　　　図9．教師の教職観（7項目）

設問と選択肢］あなたは、教師という職業をどのようにお考えですか。次のa－gのそれぞれに

ついてお答えください。
〈1強くそう思う　2ややそう思う　3あまりそうは思わない　4全くそうは思わない〉

　　　　　　　　O　lO　20　30　40　50　50　70　80　90　正00（％）
7
．
3

443
08
05

「強くそう思う」

　　　／

「ややそう思う」ま一

676

嘉　　　97．2

39．7 930

392
89．6

319 821

1L4
629

での累顧

a社会的に尊［敬される

　仕事だ
b．経済的に恵まれた仕事だ

c精神的に気苦労の多い
　仕毒だ
d児童・生徒に接する
　喜びのある仕事だ

eやりがいのある仕事だ

f自己犠牲を強いられる
　仕事だ

g自分の考えにそって
　自律的にやれる仕事だ

い
る
。
賛
成
に
傾
い
て
い
る
の
は
「
児
童
・
生
徒
に
接
す
る
喜
び
」
「
や
り
が
い
の
あ
る
」

と
い
う
肯
定
的
教
師
イ
メ
ー
ジ
と
、
も
う
一
つ
「
自
己
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
」
が
あ
る
。

　
賛
否
が
わ
れ
て
い
る
の
は
「
自
律
的
に
や
れ
る
」
「
社
会
的
に
尊
敬
さ
れ
る
」
の
二
項
で

あ
り
、
反
対
に
傾
い
て
い
る
の
は
「
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
仕
事
」
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
傾
向
は
A
市
の
結
果
（
同
前
、
五
四
ぺ
ー
ジ
）
と
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
て

み
る
と
、
教
師
た
ち
の
多
数
派
が
持
つ
教
職
イ
メ
ー
ジ
は
「
経
済
的
に
は
さ
し
て
恵
ま
れ
ず
、

気
苦
労
も
多
い
が
、
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
に
喜
び
と
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
教
師
た
ち
の
教
職
イ
メ
ー
ジ
と
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
の
関
連
に
つ

い
て
も
、
次
節
に
お
け
る
追
究
課
題
と
し
た
い
。

四
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
尺
度
と
そ
れ
に
よ
る
測
定
の
結
果

諸
専
門
職
に
特
有
に
み
ら
れ
る
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

の
研
究
が
あ
る
が
、
特
に
教
師
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
は
、
ド
ゥ
ワ
ー
キ
ン
の
研
究
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

パ
イ
ン
ズ
ら
の
研
究
が
有
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
測
定
に
関
し
て
比
較
的
に
一
貫
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

16

た
安
定
的
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
て
い
る
パ
イ
ン
ズ
ら
の
研
究
と
そ
の
測
定
尺
度
に
依
拠
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
。
ハ
イ
ン
ズ
は
、
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
（
燃
え
尽
き
）
」
と
い
う
概
念
を
、
そ
の
発
生
要
因
と
状
態
か
ら
、
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
定
義
し
て

馳
・
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　　　　　　　　　　表7　バーンアウトの測定方法

1
唖
ま
つ
た
く
な
い

2
．
ご
く
ま
れ
に
あ
る

3
．
ま
れ
に
あ
る

4
．
と
き
ど
き
あ
る

5
．
し
ば
し
ば
あ
る

6
．
た
い
て
い
あ
る

7
．
い
つ
も
あ
る

（1．）疲れる 1 2 3 4 5 6 7
（2．）憂うつ 1 2 3 4 5 6 7

（3．）いい一日だったと感じる　　　　　　　★ 1 2 3 4 5 6 7
（生）からだが疲労困懲する 1 2 3 4 5 6 7

（5）精神的に疲労困態する 1 2 3 4 5 6 7

（6）幸福感　　　　　　　　　　　　　　★ 1 2 3 4 5 6 7
（7．）ぬけがらになった感じ 1 2 3 4 5 6 7

（8）精根っきる 1 2 3 4 5 6 7
（9．）不幸だと感じる 1 2 3 4 5 6 7
（10．）すさんだ感じ 1 2 3 4 5 6 7
（11．）身動きとれない感じ 1 2 3 4 5 6 7

（12．）目分は駄目な人間だと感じる 1 2 3 4 5 6 7
（13．）うんざりする 1 2 3 4 5 6 7
（14．）悩んでいる 1 2 3 4 5 6 7
（15．）人間に対してあいそがつきてむしょうに腹が立っ 1 2 3 4 5 6 7

（16．）自分を弱々しく感じる 1 2 3 4 5 6 7
（17．）絶望感 1 2 3 4 5 6 7
（1＆）相手にされない感じ 1 2 3 4 5 6 7
（19．）楽天的な気分　　　　　　　　　　　　★ 1 2 3 4 5 6 7

（20．）元気いっぱい　　　　　　　　　　　★ 1 2 3 4 5 6 7
（21）不安感 1 2 3 4 5 6 7

｛；綴識岬臨）1難脇灘をひ、、た値を｝

21項目について加算した素点を，項目数21で除したものが，バーンァウトスコア（s），

17
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表8　バーンアウト度とその状態（パインズらによる）

バーンアウト

度
バーンアウト・スコア　（S）

　　　の範囲
状　　　　　　　態

1 S≦2
良好

2 2＜S≦3

3 3くS≦4 バーンアウトの危険信号

4 4＜S≦5 バーンアウト

5 5〈S≦6 バーンアウト
ほとんど臨床的なうっに近い
　　　　　　　　急性の状態）6 6〈S

　
（
ほ
と
ん
ど
の
対
人
サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
が
は
ら
む
特
徴
的
な
状
況
、
つ
ま
り
）
感
情
的

な
圧
迫
を
伴
う
状
況
の
中
に
人
が
長
期
に
わ
た
っ
て
巻
き
込
ま
れ
た
結
果
発
生
す
る
と
こ

ろ
の
、
身
体
的
・
感
情
的
お
よ
び
精
神
的
な
疲
労
困
憲
（
Φ
×
富
5
ぎ
⇒
）
の
状
態
を
バ

ー
ン
ア
ウ
ト
と
定
義
す
る
。

　
さ
て
、
そ
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
程
度
を
は
か
る
も
の
さ
し
と
し
て
、
パ
イ
ン
ズ
ら
が
標
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

化
し
た
尺
度
は
、
表
7
の
よ
う
な
2
1
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
感
じ
る
頻
度
を
7
段
階
で
た

ず
ね
る
も
の
で
あ
る
。
2
1
項
目
中
、
否
定
的
な
気
分
を
示
す
1
7
項
目
は
そ
の
ま
ま
の
数
字
を
、

肯
定
的
な
気
分
を
示
す
★
印
の
㈹
・
㈲
・
働
・
⑳
の
4
項
目
は
逆
の
数
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
得

点
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
2
1
項
目
分
合
算
し
、
そ
れ
を
項
目
数
2
1
で
割
っ
た
値
を
バ
ー
ン
ア
ウ

ト
・
ス
コ
ア
（
S
）
と
す
る
。

　
パ
イ
ン
ズ
ら
に
よ
れ
ば
、
そ
の
ス
コ
ア
は
、
表
8
に
示
す
よ
う
な
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
」

に
段
階
づ
け
て
読
み
か
え
ら
れ
、
そ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
1
・
2
」
が
良
好

（
3
冒
ひ
q
≦
①
ε
、
「
3
」
は
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
危
険
信
号
（
9
コ
の
R
ω
蒔
霧
9
ど
旨
2
け
）
、

「
4
・
5
・
6
」
は
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
。
特
に
「
5
・
6
」
は
「
ほ
と
ん
ど
臨
床
的
な
う
つ
に

近
い
急
性
の
状
態
」
と
さ
れ
る
。

　
パ
イ
ン
ズ
ら
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ぺ
ー
。
ハ
ー
で
は
、
因
子
分
析
に
よ
っ
て
こ
の
尺
度
の
一
次

18
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　　　　　表9　バーンァウト尺度21項目の因子分析（主因子解）

　　　　　　　の結果表〔各因子の固有値，説明率，因子負荷量〕

FACTOR　1 FACTOR　2 FACTOR　3 FACTOR　4
固 有　値 9．15 2．10 1．84 1．11

説 明　率 43．6％ 10．0％ 8．8％ 5．3％

1 0．56き05 0．05567 0．61756 0．25388

2 0．75761 一〇．06485 0．26091 0．17382

3 一〇．35633 0．70421 一〇．02133 一〇．05672

4 0．60398 0．16742 0．66006 0．09444

5 0．71386 0．06413 0．51995 0．06956

6 一〇．33883 0．71552 0．04792 0．05884

7 0．73215 0．15708 0．11394 一〇．40241

8 0．75212 0．15924 0．21228 一〇．38129

21 9 0．74079 0．03099 一〇．19327 一〇．31463

の 10 0．77722 0．08640 一〇．13744 一〇．32632

質
問
11 0．77214 0．14377 一〇．01414 一〇．19371

項 12 0．71474 0．12073 一〇．30020 0．26321
目 13 0．79547 0．05316 一〇．06738 0．11361

14 0．72331 0．07335 一〇．10942 0．37676

15 0．66007 0．04456 一〇．16649 一〇．09861

16 0．67191 0．06868 一〇．37586 0．31712

17 0．76375 0．08011 一〇．29120 一〇．10302

18 0．61887 0．04377 一〇．39452 0．03842

19 一〇．26646 0．67671 一〇，01738 0．07812

20 一〇．42616 0．68551 一〇．09037 0．01731

21 0．71721 0．07678 一〇．22123 0．30523

元
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

ほ
と
ん
ど
一
つ
の
因
子
で
構
成
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
F
市

調
査
の
2
1
項
目
に
つ
い
て
も
因
子
分

析
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
得
ら
れ

た
因
子
の
固
有
値
・
説
明
率
、
お
よ

び
そ
の
各
変
数
に
お
け
る
因
子
負
荷

量
は
表
9
の
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
｝
次
元
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な

い
が
、
固
有
値
（
九
・
一
五
）
、
説

明
率
（
四
三
・
六
％
）
と
（
パ
イ
ン

ズ
ら
の
検
証
と
同
様
に
）
圧
倒
的
に

高
い
第
一
因
子
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
2
1
項
目
中
、
否
定
的
気
分
を

示
す
1
7
項
目
と
は
、
全
て
○
・
五
六

～
○
・
七
九
と
い
う
高
い
関
係
に
あ

り
、
肯
定
的
気
分
を
示
す
4
項
目
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

も
い
ず
れ
も
、
マ
イ
ナ
ス
〇
二
一
六
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くマイナス方向の項目・17〉

（1）疲れる

（2）憂うつ

（4）からだが疲労困ぱいする

（5）精神的に疲労困ぱいする

（7）ぬけがらになった感じ

（8）精根つきる

（9）不幸だと感じる

（10）すさんだ感じ

（11）身動きとれない感じ

（12）自分は駄目な人間だと感じる

（13）うんざりする

（14）悩んでいる

（15）人間に対してあいそがつきて無性に腹が立つ

（16）自分を弱々しく感じる

（17）絶望感

（18）相手にされない感じ

（21）不安感

〈プラス方向の項目・4＞

（3）いい一日だったと感じる

（6）幸福感

（19）楽天的な気分

（20）元気いっばい

　　　　　　　　　図10．バーンアウト項目21の回答状況

［設問］あなたは次のような気持をもつことがありますか。以下のそれぞれの気持の頻度

　　　について、該当する番号に○をつけてください。
1頻度〕Lまったくない／2ごくまれにある／3．まれにある／4，と詳どきある／

　　　5．しばしばある／6たいていある／7．いつもある

　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70　　　80　　　90 100（％）
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1
1
4
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3
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1
1
1
1
2
2
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3
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6
2
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3
8
1

2
2
3
3
L
1
0
1
17

31

4
．
1

292　　　　　　　　　188　　　　　　　24．5　　　　　　　　20．1

6，18．7　　19．1　　　　　338

126　　　127　　　　　　24，1　　　　　　　　227

114 11．8 21．7　　　　24，7

65 1L9

6．6　132 7，いっも6たいてい5しばしば4，とき

る　　ある　　ある　　あ2
9
．
3
2
8
．
7 llll酬 は省畦

67　123

87　　18，0

4　　123　　　23．1

5．74　12．6　　　24．8

6，5　　177

81　　20．4

　7．3

．9

．4

8．2　　21．7

0　10　20　30　40　50　60　7080　90100（％）

12．9 371

6．1　13．0 352

2　114 15．4 303

15．5 163 32．6
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図11バーンアウト度の分布　　　　　　　　　た　　　認　に
｛一ンァゥト度　　 （全体の平均スコア326）。図め＿合

～
マ
イ
ナ
ス
O
・
四
二
と
い
う
逆
の
関
係
に
あ
っ
て
、
お
お
む
ね
仮
説
通
り
の
一
次
元
性
を
確
認
で
き
る
。

（
た
だ
し
、
第
二
因
子
が
肯
定
的
気
分
の
4
項
目
と
い
ず
れ
も
○
・
六
～
○
・
七
の
高
い
関
係
に
あ
る
の
で
、
否
定
的
1
7
項
目
と
肯
定
的

4
項
目
と
の
間
に
逆
方
向
の
直
線
的
一
次
元
だ
け
で
は
な
い
構
造
の
存
在
が
予
想
さ
れ
得
る
が
、
そ
れ
は
説
明
率
一
〇
％
と
。
ハ
イ
ン
ズ
ら

の
そ
れ
よ
り
低
く
、
そ
れ
を
入
れ
る
と
分
析
が
い
た
ず
ら
に
煩
雑
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
第
一
因
子
の
圧
倒
的
な
強
力
さ
と
、
仮
説

に
合
致
す
る
一
次
元
性
に
依
拠
し
て
、
パ
イ
ン
ズ
ら
が
行
っ
た
通
り
の
方
式
で
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
・
ス
コ
ア
を
算
出
す
る
こ
と
に
妥
当
性
を

　
（
1
4
）

認
め
た
）

　
図
1
0
は
、
否
定
的
気
分
1
7
項
目
と
、
肯
定
的
気
分
4
項
目
と
の
回
答
結
果
を
、
頻
度
の
多
い
方
か
ら
7
段
階
中
4
段
階
に
つ
い
て
示
し

た
。
否
定
的
気
分
の
中
で
は
、
「
疲
れ
」
「
疲
労
困
憲
」
か
ら
「
憂
う
つ
」
「
悩
み
」
「
う
ん
ざ
り
」
「
不
安
」
「
駄
目
な
人
間
」
「
弱
々
し
く
」

39．0
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閣 1 　　　　　 1 　　　　　5

1，（良好）

2．（良好）

3．（危険域）

4．（バーンアウト）

5（漏アウト）

α（翻アウト）

0510152025303540％
な
ど
が
頻
度
が
高
く
、
「
ぬ
け
が
ら
」
「
不
幸
」
「
す
さ
ん
だ
」
「
絶
望
」
な
ど
、
デ
ス
ペ
レ
ー
ト

な
表
現
（
パ
イ
ン
ズ
の
言
う
「
精
神
的
な
Φ
×
冨
仁
。
。
ぎ
昌
」
）
に
対
し
て
必
ず
し
も
頻
度
が
高

く
な
い
こ
と
が
、
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
図
H
は
、
各
個
人
の
ス
コ
ア
ー
を
6
段
階
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
に
換
算
し
た
結
果
の
分
布
で

あ
る
。
「
良
好
（
1
・
2
）
」
は
約
四
五
％
と
半
分
に
満
た
な
い
。
逆
に
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト

（
4
・
5
・
6
）
」
は
約
二
〇
％
あ
り
、
そ
の
う
ち
よ
り
深
刻
な
「
5
・
6
」
は
約
五
％
あ
る
。

そ
し
て
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
危
険
信
号
（
3
）
」
は
約
三
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
平
均

ス
コ
ア
三
・
二
六
は
、
パ
イ
ン
ズ
ら
が
ア
メ
リ
カ
の
公
立
小
学
校
で
測
定
し
た
も
の
（
平
均

三
・
二
）
と
ほ
ぼ
近
似
し
て
い
る
。

　
図
1
2
は
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
を
男
女
別
、
小
中
別
、
職
務
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
小
・
中

21
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に
は
分
布
に
有
意
差
が
な
い
が
、
男
女
で
は
女
性
教
師
が
、
職
務
で
は
学
級
担
任
が
、
そ
れ

ぞ
れ
や
や
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
」
の
比
率
が
高
く
、
「
良
好
」
の
比
率
が
少
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
」
2
割
、
危
険
も
含
め
て
5
割
台
と
い
う
数
値
は
、
そ
れ
自
身
、
日
本

の
公
立
小
・
中
学
校
教
師
た
ち
の
疲
弊
と
消
耗
の
深
刻
さ
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
教
師
個
人
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
と
個
人
諸
変
数
と
の
相
関
関
係

　
こ
こ
で
は
、
前
節
で
測
定
さ
れ
た
教
師
個
人
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
と
、
本
調
査
で
と
ら
え

た
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
の
変
数
と
の
相
関
関
係
を
み
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
相
関
関
係
の
中
に

〔
あ
る
変
数
妙
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
〕
と
い
う
関
係
を
想
定
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
何
が
バ
ー
ン

ア
ウ
ト
を
強
め
る
の
か
、
ま
た
防
止
す
る
の
か
」
と
い
う
問
題
の
追
究
と
な
る
。
ま
た
〔
バ

ー
ン
ア
ウ
ト
度
妙
あ
る
変
数
〕
と
い
う
関
係
を
相
関
の
中
に
想
定
す
れ
ば
、

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
か
、

　　　　図12　バーンアウト度の基本属性別の分布と平均傾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％［平均値
　　　　　　0　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　100

鰐悲、‘，誌載：1

［灘器ll，鷺1螢：：：

お　3．08

331

322

72 480 303 112
『
3
お

76 35．9 342 166 5罰

48 427 レ 363 109

☆
「

　　佼長教頭主任

　　学級担任

　　その他

☆は、κ2検定で統計的な有意差のあるもの（危険率5％）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で

と
い
う
課
題
を
さ
ぐ
る
意
味
を
も
つ
も
の
と
な
る
。

22

①
、
相
関
関
係
の
全
般
的
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
イ

　
表
1
0
は
、
個
人
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
と
の
関
係
で
、
ク
ロ
ス
集
計
表
の
解
検
定
で
有
意
な
相
関
性
（
危
険
率
、
5
％
）
を
確
認
で
き
る
変
数

を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
変
数
の
領
域
は
、
個
人
生
活
か
ら
学
校
生
活
、
職
場
に
つ
い
て
の
判
断
・
満
足
感
、
教
職
観
、
そ
の
他
に
ま

で
及
ん
で
、
四
〇
を
越
え
る
変
数
と
の
相
関
が
見
い
出
さ
れ
た
。
本
調
査
の
範
囲
内
で
、
最
も
多
く
の
項
目
と
の
間
に
、
強
い
相
関
が
見



教師のバーンアウト（燃え尽き）と「自己犠牲」的教師像の今日的転換

　　　表10　個人バーンアウト度と相関性が見い出せる諸変数一覧

　　　　　　　　　　　　　　（危険率5％）

変数領域 バーンアウト度か高いほど
加（肯定増加）する項目

バーンアウト度が高いほど
少（肯定減少）する項目 その他の傾向性の項目

。休息・ごろ寝 ・平日の余暇時間 ・「ゴルフ・スキー」の回

個人生活
（休日のすごし方） ・休日の余暇時間 数

。サークルの友人とのっき

合い

・毎日の仕事の多忙感 ・同僚との自由な会話の頻

。児童・生徒の家庭・親の 度

学校生活 話 。職員会・学年会での発言

。同僚との相談・助言

。社会情勢の話

。活発な意見交流 。インフォーマル・グルー

職場の雰
。校長・教頭との意志疎通 プ

囲気への
。職員会・学年会の開催 ベテランたち

判断
・職員会・学年会の議論 ・室内遊戯を楽しむ

。仕事をはなれた教師間の

つき合い

。クラス経営が苦手 。教科指導の研究に熱心

。高圧的な姿勢 。生徒指導にたけている

職場にい 。自分の考えを発言しない 。同僚に親しまれている

る教師タ ・早く転任したいと思って 。他の教師の手本となる

イプヘの いる

判断 。同僚とのっき合いを好ま

ない

。出世や昇進を気にする

。校長・教頭の指導・助言

職場の公
。職員会議の決定

的規制へ
。学年会・教科会の申し合せ

の満足度
・PTAからの要望

。地域からの要望

。教育委員会の指導・指示

。精神的に気苦労の多い仕 。社会的に尊敬される仕事

事 ・経済的に恵まれた仕事

教職観 。自己犠牲を強いられる仕 。児童・生徒に接する喜び
事 ・やりがいのある仕事

。自律的にやれる仕事

教育観・ 。地域生涯学習への参加・ 。学校5日制実施への賛否

希望他 協力 。「専修教員資格」への賛否

23



一橋大学研究年報　社会学研究　34

い
出
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
」
は
こ
の
質
問
紙
の
軸
に
な
っ
て
お
り

（
ち
ょ
う
ど
、
生
徒
調
査
で
「
学
校
の
勉
強
の
得
意
さ
の
程
度
」
が
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
軸
と
な
る
よ
う
に
）
、
そ
の
こ
と
か
ら
あ
ら
た
め

て
こ
の
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
」
が
教
師
た
ち
の
生
活
と
労
働
に
と
っ
て
、
有
意
味
な
あ
る
も
の
を
測
定
で
き
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
表
1
0
で
中
央
の
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
が
高
い
ほ
ど
減
少
（
肯
定
減
少
）
す
る
項
目
」
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

意
味
は
、
個
々
の
項
目
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
当
然
だ
が
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
が
生
活
・
労
働
の
全
体
的
な
否
定
的
状
況
と
深
く
関
連
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
大
き
な
傾
向
と
し
て
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
、
教
師
の
個
人
生
活
と
バ
ー
ン
ア
ウ
ト

　
個
人
生
活
に
つ
い
て
は
、
表
1
0
に
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
平
日
・
休
日
の
余
暇
時
間
が
少
い
ほ
ど
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
が
ふ
え
る
と
い
う
傾

向
が
あ
る
。
た
と
え
ば
図
1
3
は
、
平
日
の
余
暇
時
間
別
に
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
の
分
布
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
余
暇
時
間
が
ふ
え
る
ほ
ど

「
良
好
（
1
・
2
）
」
が
増
加
す
る
傾
向
は
明
瞭
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
（
4
・
5
・
6
）
」
の
増
減
は
そ
れ
ほ
ど
明
瞭
で
な

く
、
こ
の
調
査
で
た
ず
ね
て
と
ら
え
た
よ
う
な
余
暇
時
間
量
だ
け
で
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
も
う
か
が
え

る
。　

図
1
4
と
図
1
5
と
は
、
最
近
半
年
間
の
「
ゴ
ル
フ
・
ス
キ
ー
な
ど
」
の
回
数
と
、
仕
事
を
は
な
れ
た
と
き
の
つ
き
合
い
の
中
で
「
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
友
人
」
を
あ
げ
た
者
の
比
率
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
別
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
尺
度
で
「
良

好
（
1
・
2
）
」
の
と
き
は
、
趣
味
や
つ
き
あ
い
が
盛
ん
で
、
「
危
険
域
（
3
）
」
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
（
4
）
」
の
中
央
部
で
そ
う
い
う
行
動

が
圧
迫
さ
れ
、
「
強
度
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
（
5
・
6
）
」
に
な
る
と
ま
た
か
え
っ
て
職
場
か
ら
離
れ
る
方
向
の
行
動
が
ふ
え
る
、
と
い
う
解

釈
が
成
り
立
つ
。
同
時
に
、
「
良
好
」
群
に
着
目
す
る
と
、
遠
出
す
る
よ
う
な
ス
キ
i
・
ゴ
ル
フ
や
、
サ
1
ク
ル
活
動
な
ど
は
バ
ー
ン
ア

24



平
日
の
余
暇
時
間

教師のパーンアウト（燃え尽き）と「自己犠牲」的教師像の今日的転換

　　　　　図13平日の余暇時問とパーンァウト度

　　　　　0　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70　　　80　　　90　　　100

　0時間台
　　　3，6

　1時間台

2時間台

3時間台

4時間
以上
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55 35．8 35．2 16．8
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．
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7
．
5 426 33．7 127

9
．
3 447 323 99

17．2 43．8 20．3 156

35

3
．
7

31

バーンアウト度　　 1 2　　　3　　　4　　5・6

図14バーンアウト度と最近半年間の「ゴルフ・スキーなど」
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図15バーンアウト度と「サークルなどの友人」とのつき合い
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ウ
ト
に
対
す
る
防
止
要
因
た
り
得
る
、
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
休
日
の
す
ご
し
方
と
し
て
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
が
高
い
ほ
ど
「
ご
ろ
寝
」
が
ふ
え
る
、
と
い
う
傾
向
も
あ
る
。



　　　　　　　一橋大学研究年報　社会学研究　34

図16バーンアウト度と多忙感
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図17　バーンアウト度と職場での自由な会話
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ま
ず
、
学
校
で
の
毎
日
の
仕
事

　
　
　
の
忙
し
さ
（
「
多
忙
感
」
）
と
バ
：

　
　
　
ン
ア
ウ
ト
度
と
の
関
連
を
み
た
の

　
　
　
が
図
1
6
で
あ
る
。
バ
ー
ン
ア
ウ
ト

　
　
　
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
多
忙
感

　
　
　
が
強
ま
る
傾
向
は
明
白
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
場
合
、
多
忙
感
の
蓄
積
が
バ

　
　
　
ー
ン
ア
ウ
ト
に
つ
な
が
る
面
と
、

　
　
　
い
っ
た
ん
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
に
な
る

　
　
　
と
、
同
じ
程
度
の
忙
し
さ
も
、
よ

　
　
　
り
「
多
忙
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な

　
　
　
る
面
と
が
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら

　
　
　
く
そ
の
相
互
関
係
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
図
1
7
は
、
職
場
の
自
由
時
間
に

バ
！
ン
ア
ウ
ト
度
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
自

しょっちゅう

った

何度か　ほとんど
った　なかった

全く

かった

パ
　
　
ン
ア
ウ
ト
度

お
け
る
同
僚
と
の
フ
リ
ー
な
会
話
の
頻
度
と
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
と
の
相
関
を
み
て
い
る
。

26

由
な
会
話
の
頻
度
が
減
少
す
る
傾
向
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
ま
た
、
同
僚
た
ち
と
の
目
由
な
会
話
の
存
在
が
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
に
対

す
る
防
止
要
因
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
、
逆
に
い
っ
た
ん
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
に
な
る
と
同
僚
と
の
自
由
な
会
話
も
減
っ
て
し
ま
う
と
い
う
解

釈
も
で
き
る
。
お
そ
ら
く
両
側
面
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
ど
ち
ら
が
強
い
か
は
後
に
も
う
一
度
考
え
て
み
た
い
。



教師のバーンアウト（燃え尽き）と「自己犠牲」的教師像の今日的転換

　　　　　　　表11個人バーンアウト度と職場での交流

　　　　　　　　「よくある」％（「時々ある」まで累計％）

a．職員会・

年会などで

極的に発言
る

b．教育上の

みや問題点

っいて同僚
相談する

c，指導法な

について他

教師に助言
る

d．他の教師

悩みなどの

談にのる

e．指導法に

いて他の教

から助言し

もらう

r　　1 27．8（64．5） 22．7（60．2） 17．8（53．4） 12．2（722） 18．2（6L4）

2 23．7（652） 26．5（75．3） 10．3（56．2） 11．3（68．8） 14．5（59．8）

ノく

ンア　　3

ト
度

172（59．4） 26．7（77．9） 5．8（47．4） 8．1（64．8） 12．9（68．9）

4 15．9（57．7） 22、9（69．2） 5．3（40．2） 7．9（55．0） 12．7（61．4）

一5・6 14．5（50．7） 31．4（72．8） 4．3（44．3） 8．6（61．5） 10．0（55．7）

　
表
n
は
、
職
場
の
教
員
集
団
内
に
お
け
る
交
流
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の
5
項
目

（
a
～
e
）
に
つ
い
て
、
そ
の
「
よ
く
あ
る
」
％
と
「
時
々
あ
る
」
ま
で
の
累
積
％
と
が
、

バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
と
相
関
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
表
n
の
全
体
を
貫
く
傾
向

は
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
そ
う
し
た
職
場
で
の
交
流
が
減
少
す
る
点

で
あ
る
。
表
中
で
、
そ
う
し
た
傾
向
の
み
ら
れ
な
い
項
目
b
は
、
「
教
育
上
の
悩
み
」
の

多
さ
と
「
同
僚
に
相
談
」
の
回
路
保
持
と
が
相
殺
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外

の
4
項
目
で
は
い
ず
れ
も
右
の
傾
向
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
は
、
先
の
「
自
由
な
会
話
の
頻
度
」
と
あ
わ
せ
て
、
パ
イ
ン
ズ
ら
が
指
摘
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
レ

「
相
談
で
き
る
関
係
が
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
ヘ
の
防
止
に
な
る
」
と
い
う
説
に
対
す
る
一
つ
の

検
証
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
ド
ゥ
ワ
ー
キ
ン
が
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
定
義
で

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゆ
ロ

強
調
す
る
「
孤
立
」
「
疎
外
」
の
状
態
を
示
し
て
い
る
と
も
読
み
と
れ
る
。

　
な
お
、
図
1
8
は
教
師
た
ち
の
自
由
な
会
話
の
話
題
で
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
と
系
統
的
な

関
連
の
あ
っ
た
二
つ
の
項
目
を
示
し
て
い
る
。
「
児
童
・
生
徒
の
家
庭
・
親
の
話
」
は
バ

ー
ン
ア
ウ
ト
度
が
深
ま
る
ほ
ど
多
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
七
節
で
も
う
一
度
考
え
て

み
た
い
（
注
（
2
3
）
を
参
照
）
。
ま
た
逆
に
、
図
の
右
端
の
「
社
会
情
勢
」
の
話
は
減
少

し
て
お
り
、
バ
！
ン
ア
ウ
ト
が
教
師
た
ち
の
世
界
の
狭
さ
の
問
題
と
関
連
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

27
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ユ
　
　
」
　
　
％
　
　
％
　
　
％
　
　
％
　
　
％

話
　
勢
　
　
5
　
2
　
　
6
　
　
5
　
　
7

の
　
情
　
　
1
6
　
8
　
7
　
4
　
1

親
　
瞼

庭
　
働

家
　
比

の
　
く

徒
　
％

生
　
　
2
0

童児と　
　
1
0

度ウアン　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

の
傾
向
、
つ
ま
り
「
自
分
の
仕
事
・
職
場
に
対
す
る
肯
定
的
感
情
が
下
り
、
満
足
度
も
下
る
」
、
と
い
う
パ
イ
ン
ズ
ら
の
指
摘
す
る
バ
i

　
　
　
　
　
　
（
百
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

ン
ア
ウ
ト
の
状
態
像
が
、
こ
こ
に
く
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
、
職
場
の
雰
囲
気
と
同
僚
評
価
、
満
足
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
の
表
1
0
に
み
る
よ
う
に
、
職
場
の
雰
囲
気
の
「
活
性
」
に
関
す
る
5
項
目
で
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
深
ま
る
と
い
ず
れ
も
そ
の
評
価
が
下
が
る
。
ま
た
職
場
に
い
る
教
師
タ
イ
プ
（
「
か
な
り
多
い
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
や
や
多
い
」
の
回
答
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
が
深
ま
る
ほ
ど
、
否
定
的
イ
メ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
教
師
タ
イ
プ
は
「
多
い
」
と
い
う
回
答
が
ふ
え
、
逆
に
肯
定
的
イ
メ
ー
ジ
の
教
師
タ
イ
プ
は
「
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
」
と
い
う
回
答
が
減
少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
職
場
の
公
的
規
制
6
項
目
の
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ン
ア
ウ
ト
度
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
い
ず
れ
も
満
足
回
答
が
減
少
し
て
い
る
。

ル
　
　
ー
　
2
　
3
　
4
　
6
　
　
　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
学
校
職
場
の
あ
り
方
が
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
を
生
み
出
す
（
な
い
し
防
止
す
る
）
と

齢
　
　
「
バ
ー
ン
ァ
ゥ
ト
度
」
　
　
い
う
視
点
か
ら
は
、
次
節
で
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
3
領
域
二
二
項
目
を
貫
い
て
い
る
一
つ

101

　131

168

185

224

28

⑤
、
教
職
観
と
バ
ー
ン
ア
ウ
ト

　
教
職
イ
メ
ー
ジ
の
7
項
目
と
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
と
の
関
連
を
図
1
9
～
2
5
の
七
つ
の
図
で
み
て
み
よ
う
。
肯
定
的
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
a

「
社
会
的
尊
敬
」
、
b
「
経
済
的
恵
ま
れ
」
、
d
「
喜
び
」
、
e
「
や
り
が
い
」
、
9
「
自
律
的
」
の
5
項
目
で
は
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
が
深

ま
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
に
賛
成
す
る
者
が
少
く
な
る
と
い
う
共
通
の
傾
向
が
見
い
出
せ
る
。
こ
れ
ら
は
右
の
「
自
分
の
仕
事
に
対
す
る
肯

定
的
感
情
が
下
る
」
と
い
う
状
態
像
に
ぴ
っ
た
り
あ
て
は
ま
る
結
果
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
肯
定
的
イ
メ
ー
ジ
と
は
言
え
な
い
c
「
気
苦
労
の
多
い
」
、
f
「
自
己
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
」
の
2
項
目
に
つ
い



　教師のバーンアウト（燃え尽き）と「自己犠牲」的教師像の今日的転換
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図22バーンアウト度と教職観d〔児童・生徒に接する喜びのある仕部
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図23　バーンアウト度と教職観e〔やりがいのある仕皐〕
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図24　バーンアウト度と教職観　f〔自己犠牲を強いられる仕事〕
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「
5
1
。

（
回
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る
困
難
を
、
教
師
に
と
っ
て
「
自
分
の
気
苦
労
」
「
自
分
の
自
己
犠
牲
」
と
と
ら
え
る
社
会
的
．
心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
っ
て
、
そ
れ

が
日
本
の
教
師
た
ち
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
深
く
関
連
し
て
い
る
、
と
い
ま
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
、
第
七
節
で
た
ち
返

っ
て
議
論
し
て
み
た
い
。

⑥
、
そ
の
他
の
点
で
、

　
図
2
6
は
、
「
役
に
立
つ
研
修
機
会
」
に
つ
い
て
、
1
位
・
2
位
を
選
択
し
て
も
ら
っ
た
結
果
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
「
独
学
」
と
「
外
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ら　ま　が部
．れ一る表あ講
る連と12が座

．
教
室
へ
の
個
人
参
加
」
の
選
択
が
多
く
、
そ
れ
に
次
い
で
「
校
内
研
修
」
と
「
民
間
の
教
育
研
究
サ
ー
ク
ル
な
ど
へ
の
参
加
」

っ
て
い
る
。

は
、
そ
の
う
ち
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
と
相
関
の
あ
っ
た
も
の
と
し
て
「
校
内
研
修
」
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
が
深

、
校
内
研
修
に
対
す
る
評
価
が
ず
っ
と
下
っ
て
い
る
。

の
結
果
か
ら
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
深
ま
り
に
、
職
場
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
の
低
下
と
と
も
に
、
職
場
か
ら
の
「
離
脱
志
向
」
も
み

。
そ
れ
は
先
の
図
1
4
［
ゴ
ル
フ
．
ス
キ
！
］
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
図
2
7
の
地
域
活
動
参
加
意
思
は
む
し
ろ
低
下
し

図25　パーンアウト度と教職観g膳分の考えにそって自律的にやれる仕事〕
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表12役に立つ研修として「校内研修」を選択

　　　した教師の比率（Bumout度別）

第1位選択％ 第2位累計％

Bumout度一1 18．2 34．1

Bumout度一2 22．8 39．8

Bumout度一3 15．4 31．7

Bumout度一4 1L2 27．0

Bumout度一5
8
．
5 22．0

Bumout度一6 OO
0
．
0

図27　バーンァウト度と地域活動参加意思
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て
お
り
、
（
先
の
「
休
日
に
お
け
る
ご
ろ
寝
の
増
加
」
と
あ
わ
せ
て
）
生
産
的
活
動
へ
の
全
般
的
意
欲
低
下
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

六
、
学
校
職
場
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
集
積
度
と
集
積
諸
変
数
と
の
相
関
関
係

教師のバーンアウト（燃え尽き）と「自己犠牲」的教師像の今日的転換

表13バーンァウト教師の学校ごとの比率とその分布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数字は学校数）

各校内のバーンァゥト
師の比率（5％きざみ）

小学校・中学校　（計）　　　　　　』

4区分

0％ 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

低位群

7校
0．01～5％ 3　　　一　　（3）

5．01～10％ 3　・　1　　（4）

10．01～15％ 5　　　1　　（6） 中位a群

20校15．Ol～20％ 8　・　6　　（14）

20．01～25％ 6　・　6　　（12） 中位b群

14校25．Ol～30％ 2　　一　　（2）

30．01～35％ 5　　　1　　（6）
高位群

8校
35．01～40％ 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

40．01～45％ 1　・　1　　（2）

　
こ
れ
ま
で
は
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
を
も
っ
ぱ
ら
教
師
個
人
の
こ
と
が
ら
と

考
え
、
個
人
諸
変
数
と
の
相
関
の
中
に
問
題
を
考
え
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
（
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
の
4
・
5
・

6
）
が
、
学
校
ご
と
で
デ
ー
タ
を
集
積
（
品
σ
q
8
α
q
讐
Φ
）
し
た
と
き
、
そ

の
学
校
の
何
％
に
な
る
か
を
算
出
し
、
そ
れ
を
小
・
中
4
9
校
に
つ
い
て
5

％
き
ざ
み
で
分
布
を
示
し
た
も
の
が
、
表
1
3
で
あ
る
。
5
％
未
満
の
学
校

か
ら
4
0
％
台
前
半
の
学
校
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
こ
で
、
区
分
を
1
0
％
き
ざ
み
に
し
て
、

　
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
比
率
1
0
％
以
下
…
…
…
低
位
群
7
校

　
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
比
率
1
0
～
2
0
％
以
下
…
中
位
a
群
2
0
校

　
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
比
率
2
0
～
3
0
％
以
下
…
中
位
b
群
1
4
校

　
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
比
率
3
0
％
を
越
え
る
…
高
位
群
8
校

の
四
つ
に
区
分
し
て
み
る
。
低
位
・
中
位
・
高
位
の
意
味
は
、
そ
の
学
校

の
教
師
た
ち
の
中
の
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
（
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
度
が
4
・
5
・
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表14学校バーンアウト集積比率との間に相関性の見い

　　　出せる学校集積比率変数の一覧

バーンァゥト比率が高位 バーンァウト比率が高位
集積比率の領域 な学校ほど，比率が高く な学校ほど，比率が低く その他の傾向

なる傾向のある項目 なる傾向のある項目

個人生活の集積

域

。仕事をはなれても教師

間でっき合う

・絵画・彫刻などの展覧

に行く

。仕事をはなれても，同 ●自由時間の同僚との会 ・地域の文化・スポーツ

じ学校の教師間でつき 話の頻度 活動について相談され

学校生活の集積

域

合うことが多い

自分の服装や礼儀への

告

。職員会・学年会などが

く開かれている

職員会・学年会などで

る

活発な議論がなされて

いる

教師タイプの存 ●早く転任したいと思っ 。生徒指導にたけている 。他の人に高圧的姿勢を

在集積の領域 ている教師 教師 とる教師

公的規制の満足

統制力の集積

■職員会議の決定を気に

る程度

■職員会議の決定への満

度■学年会・教科会の申し

領域
合わせへの満足度

。精神的に気苦労の多い 。社会的に尊敬される仕 。経済的に恵まれた仕事

教職観の集積領 仕事 事

域 ■自己犠牲を強いられる 9やりがいのある仕事

仕事

。地域の教育・文化・ス
その他の集積領

ポーッ活動への参加意
域

思

■は次の表15に，●は次の図29に，それぞれ具体的データを図表の形で示した，

6
）
の
教
師
の
比
率
が
、
低
い
か
、

中
程
度
か
、
高
い
か
を
示
し
て
い
る
。

　
表
1
4
は
、
右
の
3
区
分
（
高
・

中
・
低
）
、
あ
る
い
は
4
区
分
（
高
、

中
a
、
中
b
、
低
）
を
使
っ
て
、
各

学
校
群
間
に
、
そ
の
他
の
学
校
集
積

比
率
で
有
意
差
の
あ
る
も
の
、
お
よ

び
中
位
群
を
は
ず
し
て
低
位
群
7
校

と
高
位
群
8
校
と
に
顕
著
な
差
の
あ

る
も
の
を
一
覧
に
し
た
。
学
校
集
積

比
率
は
、
そ
の
学
校
に
そ
の
回
答
が

ど
れ
だ
け
多
い
か
を
示
す
も
の
で
あ

る
か
ら
、
す
で
に
表
4
や
表
1
3
で
説

明
し
た
よ
う
に
、
個
別
学
校
の
そ
の

点
で
の
雰
囲
気
を
表
わ
す
も
の
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
表
1
4
に
一
覧
さ
れ
た

二
〇
ほ
ど
の
集
積
変
数
、
中
で
も
バ

34
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い　ら教な央　図28個人バーンアウト発生モデル（ドウワーキンによる）

うもえ科さ）　髭灘隻瀦騨㏄s

重駒各磐纏野／
にの強わあな　1躍臨，、，、尊、，，
く矢ませる雰　s如dent塊h鵜e忙）

い印りへ／囲　ナ　　 〕　　！へ　　詞」　　肩　　　　　　　　　　　AModelfor山eCreaロonofTeacherBumoロ1

央
）
に
あ
る
よ
う
な
雰
囲
気
の
強
ま
り

な
さ
れ
る
職
場
で
あ
る
／
生
徒
指
導
に
た
け
た
教
師
の
存
在
を
相
互
に
認
識
で
き
る
職
場
で
あ
る
こ
と
／
職
員
会
議
の
決
定
や
学
年
会
・

教
科
会
の
申
し
合
わ
せ
へ
の
満
足
度
が
高
い
こ
と
／
教
職
に
つ
い
て
「
社
会
的
に
尊
敬
さ
れ
る
仕
事
」
、
「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
と
と

ら
え
る
雰
囲
気
の
強
ま
り
〕
こ
れ
ら
が
、
高
バ
！
ン
ア
ウ
ト
学
校
へ
の
道
を
防
止
す
る
条
件
と
な
り
う
る
こ
と
に
な
る
。

　
も
ち
ろ
ん
困
果
の
矢
印
を
逆
向
き
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
教
師
を
最
初
に
あ
る
学
校
に
多
く
集
め
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
（
全
体
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
比
率
が
約
二
〇
％
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
母
集
団
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
各
校
の
構
成
員
が

集
め
ら
れ
た
と
き
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
比
率
一
〇
％
以
下
や
三
〇
％
を
こ
え
る
学
校
が
生
ま
れ
る
可
能
性
は
低
い
）
の
で
、
や
は
り
最
初
の

ー
ン
ア
ウ
ト
比
率
と
系
統
的
関
係
の
あ
る
一
五
ほ
ど
の
集
積
変
数
は
、
確
か
に
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
集
積
比

率
と
相
関
関
係
が
見
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
困
果
関
係
で
考
え
る
と
ど
ち
ら
の
方
向
の
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
ド
ゥ
ワ
ー
キ
ン
は
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
発
生
モ
デ
ル
と
し
て
図
2
8
を
提
起
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
こ

で
は
、
こ
の
個
人
用
モ
デ
ル
を
学
校
職
場
に
適
用
し
、
職
場
の
あ
る
条
件
が
構
成
者
（
な
い
し
そ
の
一

部
）
の
ス
ト
レ
ス
を
強
め
、
「
高
位
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
比
率
学
校
群
」
を
生
み
出
す
と
考
え
る
。
そ
う
だ

と
す
る
と
、
表
1
4
の
第
1
列
（
左
端
）
に
あ
る
よ
う
な
学
校
の
雰
囲
気
の
強
ま
り
〔
教
師
仲
間
へ
の
つ

き
合
い
の
強
ま
り
／
服
装
や
礼
儀
へ
の
同
調
を
強
い
る
傾
向
の
広
が
り
／
早
く
転
任
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
教
師
の
存
在
を
互
い
に
認
識
し
合
う
／
職
員
会
議
の
決
定
を
よ
り
強
く
気
に
す
る
／
「
気
苦
労
」

「
自
己
犠
牲
」
と
教
職
を
と
ら
え
る
よ
う
な
教
職
イ
メ
ー
ジ
の
職
場
で
の
強
ま
り
〕
こ
れ
ら
が
い
ず
れ

も
、
高
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
比
率
学
校
を
生
み
出
す
条
件
と
な
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
表
の
第
2
列
（
中

　
　
〔
自
由
時
間
の
フ
リ
ー
な
会
話
が
ふ
え
る
／
職
員
会
・
学
年
会
が
よ
く
開
か
れ
、
活
発
な
議
論
が
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表15　学校バーンアウト集積比率と相関を見い出せる学校集積変数（抜すい）

領　　　　項　　　　　目　　　区　分
バーンアウト集積比率3区分

低位群

校100．0％

　中位群

4校100．0％

高位群

校100．0％

。自分の服装・礼儀について同　　　0％ 4校57．1％ 20　　58．8 1　　12．5

　　調圧力が現在校であった各学
　　　　　　　　　　　　　～5％　　校集積比率

0　　0．0 g　　26．5 3　　37．5

5％～ 3　　42．9 5　　14．7 4　　50．0

生　。職員会議の決定への満足度各　～40％ 0　　0．0 7　　20．6 1　　12．5

　　学校集積比率
　　　　　　　　　　　　　～70％ 5　　714 19　　55．9 7　　87．5

70％～ 2　　28．6 8　　23．5 0　　0．0

。学年会・教科会の申し合せへ　～55％ 0　　0．0 8　　22．2 3　　37．5

　　の満足度各学校集積比率公　　　　　　　　　　　　　　～75％

4　　57．1 20　　58．8 4　　50．0

75％～ 3　　42．9 6　　17．6 1　　12．5

規　・職員会議の決定を気にする程　～80％ 3　　42．8 10　　29．4 1　　12．5

　　度各学校集積比率制　　　　　　　　　　　　　～90％

3　　42．8 17　　50．0 4　　50．0

90％～ 1　　14．3 7　　20．6 3　　37．5

・自己犠牲を強いられる仕事　　～75％ 4　　57．1 5　　14．7 2　　25．0

　　一を肯定する各学校集積比率　　　　　　　　　　　　　　　～90％

3　　42．9 24　　70．6 5　　62．5

90％～ 0　　0．0 5　　14．7 1　　12．5

職　　・やりがいのある仕事　　　　　～85％

0　　0．0 10　　29．4 3　　37．5

一を肯定する各学校集積比率　　　　　　　　　　　　～99％

4　　57．1 18　　52．9 5　　62．5

100％ 3　　42．9 6　　17．6 0　　0．0

方
向
性
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な

も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
一
旦
あ
る
学
校
が

「
高
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
学
校
」
に

な
っ
た
と
き
、
そ
の
た
め
に
表

14

一
覧
さ
れ
た
よ
う
な
傾
向

が
そ
こ
か
ら
改
め
て
強
ま
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
は
相
関
関
係
は
、
相
互
に

強
め
合
う
一
種
の
悪
循
環
と
な

る
。　

な
お
、
表
1
4
に
一
覧
さ
れ
た

中
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
数
値
を
、
表
1
5
お
よ
び

図
2
9
で
示
し
た
。
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図29　学校バーンアウトの低位群と高位群との分布にへだたりを見いだせる項目（抜粋）

七
、
文
化
と
し
て
の
「
自
己
犠
牲
」
的
教
師
像
の
存
在
と
介
在
ー
一
つ
の
状
況
理
解
と
し
て

〈自由時間の同僚との会話の頻度「しょっちゅうあった」の各学校集積比率〉
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四
、
五
、
六
節
に
紹
介
し
た
結
果
の
中
に
あ
る
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
を
め
ぐ
る
た
く

さ
ん
の
論
点
を
、
今
日
の
日
本
の
教
師
た
ち
の
多
忙
・
疲
弊
・
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
論
と

し
て
ひ
き
取
り
、
展
開
す
る
課
題
が
残
さ
れ
た
。
そ
の
全
体
を
考
察
し
て
行
く
準
備

も
ス
ペ
ー
ス
も
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
右
の
結
果
の
中
に
際
立
っ
て
い
た
「
自
己
犠

牲
」
的
教
師
像
と
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
の
関
連
に
し
ぼ
っ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
中
内
敏
夫
の
最
近
の
論
文
「
『
愛
の
鞭
』
の
心
性
史
－
教
員
文
化
史
序
説
」
は
、

子
ど
も
を
助
け
よ
う
と
し
て
殉
職
し
た
教
師
（
た
と
え
ば
、
小
野
さ
つ
き
訓
導
事
件
、

一
九
二
二
年
、
宮
城
県
）
が
「
教
育
美
談
」
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
教
育
界
の
み

な
ら
ず
、
報
道
や
出
版
の
形
で
一
般
社
会
に
広
く
宣
伝
さ
れ
て
い
っ
た
事
情
が
や
や

詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る
（
同
論
文
、
二
七
五
～
二
八
六
ぺ
ー
ジ
）
。
こ
う
し
た
殉

職
教
員
の
「
美
挙
」
は
、
「
至
高
至
純
の
犠
牲
の
精
神
」
と
し
て
、
「
教
え
子
に
対
す

る
犠
牲
的
な
至
愛
」
と
し
て
、
一
方
で
は
教
員
社
会
の
中
に
教
員
文
化
の
重
要
な
要

素
と
し
て
埋
め
込
ま
れ
て
行
き
、
他
方
で
は
「
村
、
町
の
日
常
生
活
の
次
元
に
お
こ

っ
た
教
員
像
の
聖
化
」
（
同
、
二
八
三
ぺ
ー
ジ
）
と
し
て
奉
賛
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
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日
本
の
教
師
が
「
熱
心
さ
」
を
価
値
と
し
、
教
科
の
専
門
性
よ
り
も
「
熱
心
さ
」
を
重
視
す
る
教
師
評
価
が
、
教
師
に
も
父
母
・
住
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
「
子
ど
も
想
い
」
の
熱
心
さ
は
、

そ
れ
自
身
を
み
れ
ば
問
題
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
歴
史
的
に
は
「
つ
く
ら
れ
て
き
た
」
1
特
に
教
師
殉
職
事
件
を
美
談

と
し
て
大
宣
伝
す
る
形
で
ー
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
自
己
犠
牲
」
的
な
教
師
像
は
、
教
師
の
倫
理
の
あ
り
方
と
し
て
教
員

社
会
に
押
し
つ
け
ら
れ
、
文
化
と
し
て
内
面
化
さ
せ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
「
自
己
犠
牲
」
的
教
師
像
が
子
ど
も
・
父
母
・

地
域
に
も
押
し
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
が
教
師
の
権
威
ー
子
ど
も
・
父
母
に
対
す
る
あ
の
教
師
の
特
別
の
権
威
1
を
調
達
す
る
回
路
に
も

な
っ
て
き
た
と
考
え
る
。

　
だ
と
す
れ
ば
、
「
自
己
犠
牲
」
的
教
師
像
1
そ
れ
は
か
つ
て
殉
職
事
件
の
美
談
化
に
よ
っ
て
つ
く
り
上
げ
ら
れ
、
そ
し
て
今
日
の
日

本
の
教
師
た
ち
の
「
子
ど
も
想
い
の
熱
心
さ
」
の
中
に
脈
々
と
伝
わ
っ
て
い
る
ー
は
、
教
師
と
い
う
仕
事
が
ら
の
も
つ
あ
の
独
特
の
不

安
定
さ
や
緊
張
を
や
わ
ら
げ
る
文
化
的
装
置
の
役
割
も
果
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
も
し
、
今
日
の
日
本
で
、
学
校
教
師
た
ち
の
疲
弊
と
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
が
進
ん
で
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
教
師
た
ち
の
権
威
確
保

を
可
能
に
し
、
そ
の
不
安
定
と
緊
張
を
や
わ
ら
げ
て
き
た
文
化
的
装
置
と
し
て
の
「
自
己
犠
牲
」
的
教
師
像
が
、
か
つ
て
の
よ
う
に
は
働

か
な
く
な
っ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
の
二
〇
年
間
、
日
本
は
「
教
育
荒
廃
」
時
代
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
、
学
校
教
育
を
め
ぐ
る
問
題

が
連
続
的
に
噴
出
し
て
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
お
ち
こ
ぼ
れ
、
非
行
、
校
内
暴
力
、
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
な
ど
。
そ
れ
ら
の
事
件
に
つ

い
て
ど
れ
だ
け
の
報
道
が
あ
り
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
が
出
版
な
い
し
映
像
化
さ
れ
て
き
た
か
知
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
中
で
、
教
師
た
ち

が
決
し
て
「
自
己
犠
牲
」
的
に
子
ど
も
の
問
題
に
と
り
組
む
職
業
人
で
は
な
く
、
む
し
ろ
目
の
前
に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
達
が
い
る
の

に
、
そ
れ
を
放
置
し
て
い
る
人
間
、
あ
る
い
は
子
ど
も
を
苦
し
め
る
の
に
手
を
貸
し
て
い
る
人
間
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ど
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れ
だ
け
く
り
返
し
宣
伝
さ
れ
た
か
知
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
「
自
己
犠
牲
」
的
な
教
師
像
は
、
今
で
は
子
ど
も
・
父
母
か
ら
心
か
ら
な
る
信

頼
と
権
威
と
を
得
る
回
路
と
し
て
働
く
と
は
と
う
て
い
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
東
京
北
区
の
中
学
教
師
・
佐
藤
博
は
「
苦
痛
の
焦
点
の
移
動
」
「
苦
痛
の
焦
点
を
見
直
す
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

教
師
た
ち
に
は
、
こ
う
い
う
問
題
児
が
い
て
ク
ラ
ス
担
任
の
「
自
分
が
大
変
だ
」
と
と
ら
え
る
癖
が
あ
る
。
実
際
、
本
当
に
大
変
な
の
は
、

何
よ
り
ま
ず
そ
の
子
ど
も
で
あ
り
、
そ
の
親
で
あ
る
は
ず
だ
。

　
そ
こ
に
は
、
「
自
己
犠
牲
」
的
な
教
師
像
を
前
面
に
立
て
て
、
「
目
分
は
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
子
ど
も
は
言
う
こ

と
を
き
か
な
い
の
か
、
父
母
は
協
力
し
な
い
の
か
」
と
慢
性
的
に
い
ら
立
っ
て
、
自
分
の
方
を
犠
牲
者
と
考
え
て
い
る
教
師
の
姿
が
あ
る
。

子
ど
も
・
父
母
か
ら
の
信
頼
と
権
威
を
調
達
す
る
力
を
失
っ
た
装
置
と
し
て
の
「
自
己
犠
牲
」
的
教
師
像
は
、
な
お
教
員
文
化
の
中
に
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

存
し
て
、
教
師
た
ち
を
い
ら
立
ち
と
消
耗
へ
と
い
ざ
な
う
一
つ
の
回
路
に
な
っ
て
い
る
。

　
四
～
六
節
を
通
し
て
分
析
し
た
中
で
、
「
自
己
犠
牲
」
的
教
師
像
が
強
い
ほ
ど
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
が
強
ま
る
、
ま
た
「
自
己
犠
牲
」
的

教
師
像
の
共
有
が
強
い
学
校
ほ
ど
、
高
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
職
場
に
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　
教
師
た
ち
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
を
め
ぐ
る
要
因
は
数
多
く
、
ド
ゥ
ワ
ー
キ
ン
も
パ
イ
ン
ズ
も
多
面
的
に
検
討
し
て
い
る
。
だ
か
ら
「
目
己

犠
牲
」
的
教
師
像
の
存
在
と
介
在
と
だ
け
を
強
調
す
る
の
は
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
。
総
合
的
検
討
に
は
、
さ
ら
な
る
調
査
と
別
稿
と

を
期
し
て
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
一
つ
の
こ
と
が
ら
の
関
連
を
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
を
め
ぐ
る
状
況
分
析
と
し
て
描
い
た
。

ノ＼

　、

転
換
へ
の
今
日
的
方
向
性

39

バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
進
行
の
防
止
を
め
ぐ
っ
て
は
、
多
忙
そ
の
も
の
の
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
こ
と
、
学
校
内
外
に
、
教
師
た
ち
の
自
由
な
相
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談
や
、
他
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
・
交
流
で
き
る
場
を
保
障
す
る
こ
と
な
ど
が
、
直
ち
に
考
え
ら
れ
る
。

　
同
時
に
、
右
の
「
自
己
犠
牲
」
的
教
師
像
の
転
換
を
提
唱
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
「
子
ど
も
の
実
際
を
直
視
す
る
」
作
風
を

考
え
た
い
。
「
自
己
犠
牲
」
像
が
ヴ
ェ
ー
ル
と
な
り
、
「
苦
痛
の
焦
点
移
動
」
が
進
行
し
て
、
子
ど
も
達
の
実
情
、
そ
の
悩
み
・
苦
し
み
・

「
け
な
げ
さ
」
が
見
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
実
態
調
査
な
ど
を
通
し
て
、
そ
の
事
態
に

対
す
る
「
善
悪
の
評
価
」
を
別
に
し
、
事
実
そ
の
も
の
を
直
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
自
己
犠
牲
」
的
教
師
像
と
は
異
な
る
教

師
像
を
「
教
育
荒
廃
」
時
代
の
中
に
つ
く
り
出
し
て
行
く
学
校
教
職
員
共
同
の
第
一
歩
に
な
る
と
考
え
る
。

40

（
1
）
　
戦
後
日
本
の
教
師
多
忙
調
査
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
文
化
と
し
て
の
多
忙
問
題
と
教
職
観
」
、
「
教
員
文
化
の
社
会
学
的
研
究
』
、

　
多
賀
出
版
、
一
九
八
八
年
。

（
2
）
　
川
人
博
『
過
労
死
社
会
と
日
本
』
、
花
伝
社
、
一
九
九
二
年
。

（
3
）
い
o
益
ρ
∪
■
ρ
の
魯
8
§
§
ぎ
3
』
の
0
9
9
0
讐
q
ミ
曽
ミ
ヒ
ヒ
三
＜
。
邑
ξ
o
「
〇
三
8
の
o
写
8
9
一
〇
鐸

（
4
）
英
国
の
教
員
文
化
研
究
者
で
あ
る
D
・
H
・
ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ス
は
、
教
師
た
ち
の
仕
事
が
そ
の
成
果
を
正
確
に
測
定
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
そ

　
の
教
師
と
し
て
の
専
門
的
能
力
を
は
か
る
こ
と
が
難
し
い
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
「
能
力
問
題
」
と
名
づ
け
て
、
教
職
を
め
ぐ
る
悩
み
の
｝
つ
に
あ

　
げ
て
い
る
。
＝
貰
聾
窪
く
霧
’
q
属
‘
↓
琴
0
8
二
冨
諏
9
巴
〇
三
三
お
9
↓
臼
3
R
9
ヨ
毛
o
o
駐
㌔
入
a
シ
凝
8
諒
ミ
の
壁
ミ
轟
紺
G
リ
サ
ピ
9
α
o
蔓
0
3
－

　
o
ヨ
出
o
一
日
」
O
o
o
O
■

（
5
）
　
前
注
（
1
）
の
文
献
に
示
し
た
い
く
つ
か
の
調
査
結
果
と
そ
の
分
析
を
参
照
。

（
6
）
　
W
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
子
ど
も
達
は
お
お
む
ね
学
校
で
の
学
習
を
好
ま
な
い
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
教
師
た
ち
は
こ
れ
に
課
業

を
与
え
、
そ
れ
を
子
ど
も
に
内
面
化
す
る
形
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
、
教
師
に
は
、
子
ど
も
の
自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー

　
ル
し
て
、
学
習
へ
の
集
中
に
導
く
べ
く
、
生
徒
に
対
す
る
「
特
別
の
権
威
」
が
制
度
的
に
賦
与
さ
れ
て
い
る
、
と
こ
の
間
の
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。



教師のバーンアウト（燃え尽き）と「自己犠牲」的教師像の今日的転換

　
巧
匿
9
≦
‘
8
言
ω
8
§
o
鍋
▽
皇
凝
8
ミ
鑓
り
2
Φ
名
く
o
爵
こ
o
言
名
一
剛
s
加
区
ω
o
霧
」
8
N
も
マ
o
。
－
鼻
石
山
・
橋
爪
訳
『
学
校
集
団
』
、
明
治

　
図
書
、
一
九
五
七
年
、
二
四
～
二
九
ペ
ー
ジ
。

（
7
）
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馬
専
§
。
ミ
ω
§
織
寒
§
言
、
窪
§
。
ミ
る
巴
ぎ
ヨ
一
空
O
o
『
三
昌

　
℃
『
①
ω
ω
・
一
〇
〇
一
■

（
9
）
浮
。
…
＞
麹
＞
§
の
・
p
国
■
b
貸
§
ミ
言
ミ
s
§
§
嚇
島
霧
。
ミ
ぎ
§
鳶
z
睾
K
舞
シ
。
亀
『
婁
一
。
。
・
一
。

（
1
0
）
　
我
々
の
調
査
が
依
拠
し
た
パ
イ
ン
ズ
ら
の
研
究
ペ
ー
パ
ー
は
「
対
人
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に
お
け
る
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
問
題
・
全
国
会
議
」
（
一
九
八
一
）

　
に
提
出
さ
れ
た
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
尺
度
」
と
い
う
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
で
あ
る
。

　
　
霊
冨
。
。
》
‘
穿
。
窪
3
。
葺
ζ
Φ
器
5
。
も
書
①
も
お
ω
Φ
三
Φ
g
一
穿
。
z
呂
。
邑
0
8
隔
R
雪
8
g
野
ヨ
8
二
三
ぎ
ぎ
ヨ
塔
。
り
。
三
8
。
。
㌔
げ
凶
一
，

　
四
〇
Φ
一
℃
三
餌
」
O
o
Q
一
，

　
　
な
お
こ
の
ぺ
ー
パ
ー
の
入
手
と
、
そ
の
尺
度
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て
は
、
望
月
厚
志
氏
（
川
村
学
園
女
子
大
学
）
ら
研
究
グ
ル
ー
プ
に
お
世
話
に

　
な
っ
た
（
質
問
文
の
邦
訳
は
い
く
つ
か
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
）
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
す
。

（
1
1
）
　
前
注
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ぺ
ー
パ
ー
、
　
』
ぺ
ー
ジ
よ
り
。

（
1
2
）
　
こ
の
2
1
項
目
は
、
パ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
①
身
体
的
な
震
冨
房
酔
一
9
、
②
感
情
的
な
o
昏
き
8
曾
、
③
精
神
的
な
Φ
×
冨
⊆
呂
8
、
の
三
領

　
域
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
（
同
前
、
三
ペ
ー
ジ
）
。

（
1
3
）
　
同
前
ワ
ー
キ
ン
グ
．
ペ
ー
パ
ー
の
付
表
1
、
、
閃
智
8
『
［
8
良
轟
吹
は
、
第
｝
因
子
に
対
し
て
2
1
項
目
す
べ
て
が
高
い
因
子
負
荷
量
を
も
ち
、

第
一
因
子
の
説
明
率
が
六
九
％
、
そ
れ
に
対
し
て
第
二
因
子
は
一
九
％
、
第
三
因
子
は
八
％
で
し
か
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
同
前
、
四
ぺ
ー
ジ
）
。

（
1
4
）
　
な
お
、
こ
の
尺
度
の
一
次
元
性
が
、
お
お
む
ね
一
次
元
的
と
は
い
え
、
パ
イ
ン
ズ
ら
の
検
証
ほ
ど
は
そ
う
で
な
か
っ
た
の
に
は
、
一
つ
は
質
問

　
の
翻
訳
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
も
う
一
つ
、
そ
れ
が
肯
定
的
気
分
の
四
項
目
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
否
定
と
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肯
定
と
に
対
す
反
応
傾
向
に
お
け
る
日
・
米
の
文
化
的
な
違
い
（
イ
エ
ス
・
テ
ン
デ
ン
シ
ー
の
問
題
）
が
考
え
ら
れ
る
。
次
の
機
会
に
は
、
日
本
に

　
お
け
る
独
自
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
尺
度
の
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。

（
1
5
）
　
前
掲
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
、
七
～
八
ぺ
ー
ジ
、
お
よ
び
付
表
皿
。

（
1
6
）
　
r
①
O
o
ヨ
冥
㊦
欝
O
≦
O
『
巴
P
O
P
9
け
‘
℃
マ
O
O
I
O
㎝
、

（
1
7
）
　
前
掲
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ぺ
ー
パ
ー
、
ニ
ペ
ー
ジ
。

（
1
8
）
　
U
ミ
o
詩
旦
お
。
。
圃
も
』
。
。
の
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
特
徴
」
に
よ
れ
ば
、
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
は
、
自
分
の
仕
事
が
無
意
味
で
あ
り
、
自
分
に
は
そ

　
れ
を
意
味
あ
る
も
の
に
す
る
力
も
欠
け
て
い
る
と
い
う
感
覚
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
、
独
特
の
役
割
疎
外
感
の
一
つ
の
極
端
な
か
た
ち
で
あ

　
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
1
9
）
　
ピ
8
0
ヨ
冥
o
欝
∪
≦
o
詩
帥
P
一
〇
。
一
も
」
一
㎝
よ
り
重
引
。

（
2
0
）
　
（
叢
書
、
産
む
・
育
て
る
・
教
え
る
　
　
匿
名
の
教
育
史
5
）
中
内
敏
夫
他
『
社
会
規
範
』
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
四
年
。

（
2
1
）
　
前
掲
拙
稿
（
前
注
（
1
）
に
同
じ
）
。
ま
た
国
際
比
較
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
安
治
「
教
師
文
化
・
学
校
文
化
の
日
米
比
較
」
、
稲
垣
忠
彦
他
編

　
『
日
本
の
教
師
文
化
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
。

（
2
2
）
　
佐
藤
博
「
『
罰
と
競
争
』
を
越
え
る
教
育
実
践
の
試
み
」
、
教
育
科
学
研
究
会
学
校
部
会
編
『
子
ど
も
観
の
転
換
と
学
校
づ
く
り
』
、
国
土
社
、

　
一
九
九
五
年
。

（
2
3
）
　
こ
う
し
た
「
苦
痛
の
焦
点
移
動
」
と
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
稿
の
図
1
8
で
「
児
童
．
生
徒
の
家
庭
。
親
の
話
」
と
バ

　
ー
ン
ア
ウ
ト
度
と
に
相
関
が
あ
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
問
題
を
子
ど
も
や
そ
の
家
庭
に
あ
る
と
考
え
、
そ
う
い
う
子
ど
も
や
親
が
い
て
教
師

　
で
あ
る
自
分
が
「
大
変
だ
」
と
感
じ
る
回
路
が
そ
こ
に
み
え
て
い
る
。
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